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まえがき

私たち国連開発計画 (UNDP)は､2015年までに世界の
貧困を半減させることを目標に活動しています｡この目標
は､開発協力のコミュニティーでは広 く認熟され､支持さ
れています｡そして ｢ジェンダーの平等｣と ｢女性のエン

パワーメン ト｣は､UNDPが目指す ｢持続的な人間開発｣
を実現する上で不可欠であるという認識が高まっています｡

貧困による格差を縮めるには､貧困政策 ･戦略にジェン

ダーの平等化を計画的に組み込むことが必要です｡貧困層
の多数は女性であり､女性は男性と違った形で社会的弱者
となり力の無さを経験するからです｡更に､女性の持つ豊
かな創造性は､様々な状況に対応するための生活手段を生
み出すのに役立ち､貧困政策を立てる上での知恵の宝庫な
のです0 

1995年､日本WID基金 (JapanWomeninDevelopment 
Fund)が設立され､日本とUNDP開発政策局ジェンダー課
のパー トナーシップはより一層強化されましたo以来､日
本W ID基金は､女性のエンパワーメン トを推進するため

に16ヶ国において24のプロジェク トを支援 してきました｡
この冊子は､日本W ID基金を活用して支援してきた､女
性たちの生活の知恵を生かしたイニシアティブを紹介して
います｡

この場をお借 りして､日本政府と日本の皆様に､これま

でのUNDPに対する惜しみない支援に対して､感謝の意を

表したいと思います｡貧困の削減とジェンダーの平等化等
私たちの共通の目的を達成するために､このパー トナーシ

ップが21世紀に向けて増々強められて推進することを望ん
でいます｡ 

--一一一一一一一 二::
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国連開発計画総裁補

開発政策局長

波辺 英美


日本政府からのことば

開発途上国が文化､社会､経済､政治の各分野の問題に
取 り組むためのどのような支援も､女性のエンパワーメン
トを抜きにしては完全ではないというのは今や国際社会共
通の認識ですo西暦2000年は北京で行われた国連第4匡】女
性会議の5周年にあたります｡1995年の北京会議における
行動綱領の採択以来､国際社会そして日本でも女性の地位
向上､ジェンダー平等化の推進のためにより一層の努力が

払われてきました｡

この5年の間､日本政府は1995年に北京行動綱領を受け
てUNDPに設立されたW ID (途上国の女性支援)基金 
(JapanWomeninDevelopmentFuncl:JWIDF)を通し､
開発途上国における草の根レベルの女性のエンパワーメン
トを目的としたUNDPのプロジェク トやプログラムを率先

して支援してきました｡この冊子をお読みになると､途上

国の女性たちの社会的 ･経済的な発展を目指 した各プロジ
ェク トは､日本政府がW ID基金を通して女性の地位向上
のためにUNDPと日本とのよりよい協力関係を築こうとす
る決意の現れであることがおわかりになると思います｡

日本の政府と国民を代表し､私はUNDPが日本をより良
い未来をつくるための極めて重要な開発のパー トナーとし
て見て下さることに､心から感謝を表明したいと思います｡ 
W ID基金は世界中の何千という女性たちとそのコミュニ
ティに大きな影響を与えることができます｡女性の地位向
上におけるUNDPと日本の協力がW ID基金を通 してより

発展することは日本政府の願いです｡

この冊子は､自らの､ひいては家族やコミュニティ全体
の生活の向上のために努力 してきた女性たちに捧げられる
ものです｡ 

/廉 さブ愛
外務省経済協力局長

飯村 豊




国連開発計画 (UNDP)について 

EE]連開発計画 (UNDP)は､既存の二つの国連技術協力機関か
統合強化され､開発途上国への技術協力活動を推進する国連シス
テムの援助機関として 1966年 1月 1EjIこ発足しました.現在､世
界 133カ国に常駐事務所を置き､そのグローバル･ネットワークを
生かしつつ､174の国や地域で､｢2015年までに世界の貧困を半
減する｣という目標のもと､様々な開発プログラムを行っていま
す.また､各常駐事務所の常駐代表Lま､その国にあける国連:Jス
テム全体の開発活動のコーディネーターとして重要な役割を果た
しています｡ 

1990年､UNDPIa ｢持続可能な人間開発7｣という概念を発表
しました｡それまで国家の経済成長に重点をあいた開発か主流で､
開発の度合いも国家の経済成長率でのみ測られてきました｡とこ
ろが､国家L/ヘルでは経済成長を遂げているにもかかわらず人々
は貧しく悲惨な状況であったリ､また､反対に国家経済という点
でIa､他国Iこ遅れをとっていても､国民の生活状態は比較的良好
な場合もあります｡そこで､｢開発｣のそもそもの目白勺と開発の度
合いを測る物差しに ｢人間｣を中心にすえ､｢人間開発｣という概
念を国際社会に提示しました｡｢人々の人生にあける選択肢を増や
し､能力を発揮する機会を拡大することをEj標とした人間中心の
開発｣という考え方です｡人間開発というアフロ-チにあいては､
経済成長は一人一人の人生にあける選択肢を増やすための手段で
あり､それ自体がコールではありません.人間開発の度合いは､
｢健康で長命｣｢知識｣｢経済的資源｣｢社会参加｣という人間の生
活の4つの基本的側面にあける充実度で測られます｡(UNDPは 
1990年から毎年 ｢人間開発報告書｣を発表し､各国の人間開発の
状況について詳細に報告しています｡)

開発か一時の恩恵にとどまらず､その効果か持続することも不
可欠です｡そこで､UNDPは､各国が自分たちの力で ｢人間開発｣
を持続的かつ公平に行っていけるような国づくりを支援していま
す｡人々の生活にかかわる教育､経済､政治などの様々な分野に
おいて､｢人間開発｣か推進されるように適正な政策助言を提供し､
また､その政策を実行し､開発援助がもたらす恩恵を国民一人一
人が享受できるような組織作りを支援しているのです｡具体的に
は､貧困削減というコ-ルのもと､開発のための情報技術 (T)l

の導入､HIV･エイズへの取り組み､ジェンダー 平等化､そして2

紛争と自然災害の被害防止及び戦後復興開発支援などを通して､
持続的な人間開発を目指しています｡ 

UNDPの主な活動一持続可能な人間開発の実現に向けて 

UNDPはプログラム実施国にあけるキャパ:Jティ･ビルディング を次の分野で
支援しています｡ 

■	 世界社会サミットで求められた統合的 I 帰還穀民､復員兵､紛争避難民の社会

な貧困緩和政策 ･戦略の開発と実践､ 復帰､リハビリテーション､復興､地

国家政策対話を通した主困問題に関す 雷撤去活動などを含む危機管理と紛争

る意見の調整､社会問題プログラムの 後の政府の行政能力再強化 

実地管理と評価 

J 人間開発報告雷の作成､政策分析 ･貧

J H IVエイズの社会的･ 困調査 ･データ収集の実施r 経済的影響への

対応､HIV/エイズ感染の蔓延への

包括的な対応 t 援助のコーディネーションと管理､債

務管理を含む経済 .金融政策の向上 

■ 技術､マイクロクレジット､職業､女

性の法的権利､情報､土地､エネルギ 1 公共投資の計画と見直し､貧困層に焦

ー供給､中規模事業の開発などへのア 点を当てた公的開発資金の調達､国家

クセスの推進を通した貧困者､特に女 政策への持続可能な人間開発の観点導

性の工ンパウーメントの支援 入の促進 

1 市民社会の参加 ･強化を通 じた民主化 ■ 女子差別撤贋条約 に関する国家行動計

への取r)組み､及び鼻困者の政治的工 画を含む北京行動綱領の実施に向けた

ンパウーメント プログラムの枠組みの形成及び実行 

■	 女性の権利と法の支配を含む､司法､ ■ 乾燥地と亜乾燥地､水､森林､生物多

選挙､議会システムの強化 と人権の 様性などの天然資源管理に焦点を当て

確立 た環境的に持続可能な開発政策 ･プロ

グラムの立案 ･実行､国家と地域の環

Il地元の開発問題やコミュニティープロ 境に関する統計整備と情報システムの

グラムにおける市民の意思決定への参 強化 

加促進など､説明責任を果たす統治へ

向けた行政の質的向上及び地方分権の f オゾン層の保護を含む持続可能かつ貧

促進 困層を支援するエネルギー開発の推進

及び大気汚染の解決

■	 市場経済への移行､民間セクターの開

発､グローバリゼーションから生じて b 持嘉売可能な農業･漁業､或いは世界食料

くる極々の ｢挑単軌 への対応 (自由貿 サミット実行計画を通した真因層のた

易の利点を活かした貿易の推進､民間 めの食料安全保障イニシアティブの

責金の活用､世界 ･地域経済の統合化 推進 

を含む)へ向けての枠組み作り ･政策

の策定 

1､2- 54ペーソの ｢併発 ･ジ_-ンター胃招集｣菅こ参照下さい .	 3､4､5- 54ぺ-I)の ｢開発 ･ジェンダー肖無罪｣空こ草野下さい｡ 
6- ｢文子に苅す孟あらゆる形態の箆匙の叔虎に同する某的｣｡ 
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女性の地位向上に向けた 
UNDPと日本のパートナーシップ 

1995年r=第4回世界女性会議が北京r=あいて開催され､
男女平等､開発､そして平和という目標に向けて､国際社
会か一層の努力を行うことが再度確喜忍されました｡ 189ヶ
国の代表者は､この目標r=取り組ajため､全会一致で ｢北
京宣言｣及び ｢北京行動綱領｣(F )PA7を採択し､各国がそ
こで示された課題r=取り組ajことに合意しました｡

北京行動綱領は､女性の地位向上について一連の目標を
設定し､女性と貧困､女性の教育と吉川練､女性と経済など
の分野を含めた女性の地位向上とエンパワーメントrこ深く
関わる 12の重点領域を特
定しています｡

｢女性の地位向上｣｢男
女平等｣ は､UNDPの重
要なEj標の一つであり､ ･女性と貧困

開発途上園か北京行動綱 ･女性のための教育と訓練
領を実現できるよう支援
しています｡ UNDPで ･女性と健康

は､ジェンダーの平等化 ･女性に対する暴力行為
の観点が､プログラムの
企画､実施から評価lこ至 ･女性と武装紛争

るすべての段階にあいて ･女性と経済
考慮されるよう努力して
います｡ ･権力及び意思決定における女性

･女性の地位向上のための制度的
同様に､日本も開発協 仕組み

力を通して､女性の地位
向上に力を入れてあり､ ･女性の人権

第4回世界女性会議では､
･女性とメディア

次の三つの重点分野を含 
aj｢ ,関する ･女性と環境開発と女性1=
提案｣(日本のW IDイ二 
=Jアテイブ)を国際社会

･女児 

に発表しました｡

1.教育 :女子の教育と女性の卜L/一二ング 
2.健康 :女性の健康への授賞 
3.女性の経済 ･社会的参加 

1995年に北京で開博されT=第 4匡卜世界文性会議では､シ工ンダーの平等､間葉､平和という共通
の日揮に向けて､国際社会/jL 雇の努力を行うここが再確認され空し,T= ユ

女性の地位向上とジェンダーの平等化という国際社会
共通の目標に向けて､ 1995年､日本政府によってUNDP

内に日本W 】D基金 (aa 〟〇 nl vlp nJpn＼ me nDeeo met 
Fud:WI )か設立されました｡W ID基金は､女性n J DF
の経済や社会生活への参加を促進することで国家 L/ヘル
での開発を支援し､ひいてに冒寺続的人間開発へ向rlた女
性の地位の向上へ寄与することをEj的としています｡ 

UNDPとEj本は､W ID基金を通してジェンダーの平等
化､女性のエンパワーメントを推進するプログラムを支援
しています｡特に､教育､健康､経済 ･社会への女性の参
画を重点的に支援していますが､これらは日本のW lD
イ二=Jアテイブのみならず､北京行動綱領をも反映したも
のとなっています｡

'- ellgFai F;A rnBJn ltm o c王c



E本政府か199年から199年までにWI 墨釜に拠出j 5 9 D
した豊頬は､計約 1,100万ドル臼です｡

また､ W ID基金は､1996年に経済協力開発機構 
(OECD)開発援助委員会 (DAC)Eこあいて採択された 
DAC新開発戦略 (21世紀I=ajrJて :開発協力を通じた貢
献)に掲げられた目標の達成も支援しています｡この戦略

のタ-ゲットである経済白勺充
足､社会開発､環境保全 ･回
復も､W ID碁会の優先支援
分野です｡

他 に､ W ID墓 釜は､ 
1998年に東京で開催された
第 2回 ア フ リカ開発 会議 
(TCDl)等の世界会議のフIA 】 
ォローアップE=も力を入れて
います｡ 

W ID碁会lま､前述の重点分野にあ
ける目標を達成するためr=､以下の活
動を積極的に支援しています｡ 

1)持続白勺人間開発の実現に向けて女性
自身が自らエンパワーメントを達成
するための､個人または組織 L/へJL/
でのキt7パシティ･ビルディング｡ 

2)途上国での地域にあける開発努力 ･
イ==J77テイブの維持｡ 

3)フィーJ/ lる国際協力事業団Lドにあr
(JC) IA NPIAとの連携強化｡JC とUD

がそれぞれの専門性や経験を生かす

形で補完し合い､プロジェクト効果

のさらなる向上を園るマJLチ ･バイ
/

協力の推進 (21へ-I)参照)｡
 

4)女性のエンパワーメント手段として

の情報技術 (lT)の活用｡ 

この冊子は､1995年から2000年前半にあ(1るW ID碁
会のUNDPと日本の協力についてまとめたものです｡世界
で実施されたプロ=)工クトの中から､現在実施中､または
過去に実施された 4つのプロジェクトについて詳しく紹介
するとともに､W LD基金プロジェクトの一覧を掲載して
います｡

1.教育 

2.健康 

3.経済 ･社会的参加

8-この文書におけるF.L ,:市る亡-j責示店すべて栄 n L7-
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プロジェクト紹介
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第 l段階

プロジェクトの概要 :
カンボジアの 1人当たりの年間国民所

矧よ､世界でも最低L/ヘルの300ドルで
ある｡国民の多くは絶対的貧困のもとで
暮らしている｡長年の内戦のため､四世
帯lこ-世帯lま､女性が世帯主となってい
る｡多くの女性は家内工業などの小規模
事業に携わっているか､商業的生産力に
つながる技能を持ち合わせてあらず､安
定的な収入源を確保するのは難しい｡ま
た､女性か起業や事業拡大に必要な融資
を受ける機会は限られている｡

カンボジアでは､零細 ･小規模事業の
ための融資サービスの需要か大きく､そ
の需要は増加の傾向にある｡これらの規
模の事業に携わり､それによって家計を
支えている人口の多さを考えれば､金融
サービスの導入は､特r=農村地帯の貧困
緩和や地域経済開発lこ有効である｡

当プロジェクトでは､当時 NGOであ

対象国 :カンボジア

プロジェクト名 :経済開発への
女性の参加支援

テーマ :経済参加
ったAC DLEA(現在は正規銀行rこ移行中)
のカンポット支部開設を､｢支部スタッ
フの養成｣及び ｢地域女性への小規模融
資の貸し出し資金援助｣という 2つの側
面から支援する｡カンポット県の農村の
貧困層lこ､利用者の要望及びニーズに基
づいた融資サービス､事業を興し軌道r=
乗せるのに必要なビジネストL/-二ン
ク､様々な職種に対応する技能訓練サー

承認日 :1996年 5月

予定期間 :1年

実施状況 :完了

ビスを提供すること(=より､復興開発の
一環として､女性の経済参加促進を推進
するものである｡当プロ=)工クトの直接
受益者の80パーセントは女性であり､
その中でも世帯主である女性､また扶養
家族を多く抱える女性を優先的に対象と

予算 :$1947,75


執行磯酪 :カツボ=)ア地域経
済開発協会 (ACLEDA)

する｡ 実施機関 :上記に同じ
農村地帯の貧しい女性たちra､カンボ 

I)ア社会にあいて最も弱い立場に置かれ
ているグループのひとつだが､同時に家 と､それに伴う事業計画の準備､技能開発､
計を支えたり､子供を育てたりと､家族 融寅を管理するための基本的なトレーニン
単位でr重要な役割を担っている｡カン
ボジアの人口の大部分が生活する農村地 対応するため､ACLEDAのサービスに
帯での女性への支援(ま､その波及効果を ついての説明会や､信用調査を含a3融資手
考えると復興開発でも特に大切であるO 続き1=携わるのは､たいてい女性スタッフ

である｡農村女性か質問したり､相談した 
プロジェクトの計画と戦略 ニ 

:a グを提供している｡草の根女性のニーズに

2-3人の連帯グループに対して､融 1- U､CPにおいて【言L執行槻伺 E咽:x(EeBL

･J

A抑 

n ICTe

)ra.プログラム

gAB ソ)は､プD
の全体的お管埋空行う｡又､延会の効果舶hl牡馬に和して､utP描屯資及び事業開発の専門白勺技術のサポート 
に対し現暁するJr任空負う.貫施I姐 (伽
クラムの案h5至匝頒担当する｡
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融藍を受けることの心がまえを含めて､事業の起こし方･運営方法などについて話す､ACLEDA刀ンポ
ット支部長イン シパンさん く左)とACL∈DAを訪れた人 ,々

リLやすいからである｡また､クライアン
トの居住地や家族の状況によって､返済計
画にもオプションを持たせるなど､それぞ
れのニーズlこきめこまやかな対応を行って
いる｡

現地スタッフ養成と貸し付けサービス :
カツポット支部設立にあたり､ 14人の

現地スタッフが､融資業務やクライアント
のためのど=)ネストL,一二ング実施に必要
となる､クL/I)ットマネージメント及び分
析､コンピューター､会計､ジェンダーな
どの訓練を受けた｡また､女性の利用者を
増やすために､地元地域への説明会を行う
女性キャンへ-ン要員や､女性の貸し付け
担当者 ･信用調査員の養成 に力 を入
れた｡

その結果､現在までにスタッフの敷ra女
性 11人を含aj計37人に増力□した｡女性は､
秘書から副支部長に至るまで､支部内組織
全てのレベルで活躍してあり､支那の方針
や活動計画などの意思決定過程に参画して
いる｡

カツポット支部では複数の種類の融資サ
ービスを提供している.VVID基金でla､
事業計画､担保物件､詳細な信用審査の提
出は要求せず､壬に資金の使途についての
簡単な説明を求めることを条件に､連帯グ
ループに対して100ドルまでの ｢マイクロ
ワL,)ットI ｣を支援した｡クライアントは
共同責任の原則に墨つき､ 2-3人のグル
ープで融資を申し込み､返済に関しては互
いに共同保証人となる形を取った｡
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参加者 : 
W ID基金の支援により､カツポット県

の44 の村で､2133 (7 ,0人 女性)かビジネ
ストL/一二ンクや融資などを受lTた｡

プロジェクトの成果 :
･1959 ,3 人の,6人の女性が零細事業､ l80

女性が小規模事業､4人の女性か中規模
事業の訓練を受けた｡

･19,508人の女性 (マイクロクレジット

の借り手のうちの99パーセント)が零
糸田事業を､又 1,260人の女性 (小規模ロ
ーン借り手のうちの89パーセント)か
小規模事業を開始した｡

･ 1997年以降にACLEDAの支援によ

って女性たちが設立した事業のうち99
パーセントか現在も運営されてあり､大
きな成功を収めたと言えるoまた､カツ
ポット地域の人々の収入ra全体白勺に向上
しているOカンポット支部か行った調査
によると､女性利用者のうち66パーセ
ントか世帯の収入が増加したと答えてい
る｡なあ､安定白勺な収入源が確保される
ことで､子供たちも労働力として働きに
出されることが少なくなり､地元の学校
では児童達の就学率が約9パーセント上
昇した｡ 

プロジェクト紹介
第 日段階

プロジェクトの概要 : 
1996年のACLEDAカツポット支部設立に引

き続き､同地域で急増する小規模融資の需要
に対応するため､W JD基金では融資のため
の回転墨壷に対し資金援助を行った｡カンポ
ット支部では､600件以上の融資を提供し､女
性たちの零細 ･小規模事業の設立または拡大
を支援した｡この結果､家庭の生活水準の向
上と地域の雇用機会の増進につながったO

プロジェクトの計画と戦略 :
カン/ポット地域の600の零細 ･小規模事業へ

の融資｡

伸上)ACEjの和衷で､縫製工喝を開いた｡LTA
(中下)自分の店の稼ぎで建て直した自宅の前で､
へ).ソウ77;ンさんと3人の子供たち- , 

･l一一一LJ;i ニ山

対象国 :カツボ=)ア

プロジェクト名 :ACLEDA
回転資金の支援による貧困の
緩和

チ.-マ :経済参加

承認白 :1999年 7月
㌔

予定期間 :6ケ月

実施状況 :完了

予算 :$21000,0

執行機関 :カツボ=)ア地域経
済開発協会 (ACLEDA)

実施機関 :カツボ=)ア地域経
済開発協会 (ACLEDA)



しなやか に､ た くまし く- 復 興 をえ える女 性 た ち

紺野美沙子 UND P親善大使

｣ 

1998年 10月にUNDP親 たとしても､精神的､そし
善大使の任命を受けてか て身体的に障害を負ってい
ら､最初の視察先として､ ることが多いので､家計を
1999年5月にカンボジアを 支えているのはたいてい女
訪問しましたoUNDP関 性なのです｡農産物を加工
連のプロジェクト現場を中 して市場で売ったり､縫製
心に､復興開発の現場を歩 をして生計をたてています
きました｡ が､設備投資し､零細なが

らもビジネスとして軌道に
カンボジアは､近年,悲 乗せなければ､定収入は確

惨な内戦の歴史をくぐりぬ 保できませんC定収入が見

は､未だに国土を有っていけてきた国ですOその傷跡 †冒9 . 軍票誓 言会誌 蓋霊室請 謁 呈農 芸D;聖賢 讐
る地雷､街や村にあふれる した. ければ家族が食べていけな
地雷による被害者から生々 いのです｡
しく伝わってきます｡短い
滞在期間ではありましたが､私は一人でも そこで､ACLEDAは各種の職業訓練コ
多 くの人々の生の声に接したいと思ってい ースや ビジネス トレーニングを提供 し､
ました｡その中で強い印象を感じたのが､ 連帯保証制で女性数人のグループに無担
訪問中に出会った現地の人々や､開発援助 保で小規模融資を行 って､女性たちが家
の現場で働いている人々から伝わってきた 内工業をビジネスとしてなりたたせ､さ
カンボジアの希望に満ちたエネルギーで らにはそれを拡大 してい く手助けをして
す｡これはカンボジアを知識としてだけと います｡収入が安定すれば､子供たちも
らえていた私にとって,大変な驚きでした｡ 学校に行けます｡何より､ローンをちゃ

んと返済すれば､継続 して融資 してもら

カ ンボ ジアの 末永 を嬉 う女 性 た ち えるので､ ビジネスを軌道に乗せ､さら

カンボジアの ｢希望｣を特に象徴してい に拡大 して行 くことに女性たちもや りが

たのは､一生懸命働いている女性たちの姿 いを感じて頑張れるわけです｡

です｡女性･退役軍人省の大臣 (女性)や
女性国会議員たちをはじめ､身体障害者工 私も小さな製麺工場を経営する家族､縫

芸センターを切 り盛 りする女性､世帯主と 製工場を経営する家族を訪ねましたが､印

して家族を支えている未亡人と､国の トッ 象的だったのは､どの女性も顔を輝かせて､

プレベルから草の根にいたるまで､様々な ｢もっとビジネスを拡大して､最終的には 

場面で活躍している女性たちに出会いまし ACLEDAのローンから卒業したい｣ と話

た｡内戦による痛手からたちあがろうとす してくれたこと､そして､自分の夢として､

る復興の現場には､議会であれ､家庭であ 誰もが声を揃えて ｢子供に充分な教育を受

れ､常に女性の姿があるのです｡カンポジ けさせて､自分よりも良い生活をさせたい｣

アの未来は女性たちにかかっている､と言 と答えたことです｡

っても過言ではないと思いますo
開各後 助 とは子育 ての よ うな もの

訪問中に､W ID基金で支援 している 私自身､子供を持つ母親ですが､開発援
ACLEDAのプロジェク トを視察しました｡ 助というのは､子育てに通ずるものがある
事務所は､ローンを借 りる女性たちであふ と思いますOその国が自分の足で歩めるよ
れかえっています｡彼女たちの大半は､未 うになるまで､支援する側は黒子となって
亡人｡運良く夫が生きて戦場から帰ってき 時間をかけて支えて行 く-｡困っている人
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に ｢お米をあげる｣のが人道援助なら､開

発援助とはまさに ｢お米の育て方を教える｣
という地道な､そして時間のかかる活動で

すCカンボジアを訪問し､自力で歩んでい
こうと常に前向きな女性たちの姿を目の当
たりにして､この国の未来は明るい､と心

から思えました｡まさに ｢情けは人のため

ならず｣です｡援助国がいつ援助される側
に立つかわかりません｡UNDPや､日本を
はじめとする援助国が陰ながら支援して行

くことの意義を痛感しました｡

ぐ右】スラムの子供に話しかける
紺野美沙子UNDP親書大便 

ACLEDAのサクセス･ストーリー
 
UNDPとlO (
L 国際労働機関)の技術支援 

rよって19年にマイクロファイナンスの= 93
NGOとして設立されたカンボ:)ア地域経

済開発協会 (ACLEDA)は､設立以来7年間
で組織として目覚しい発展をとげ､カンボ

ジアの復興開発に大きく貢献してきた｡そ

の功績と将来性が認められ､ACLE aDAr
｢正規銀行｣r格上げされることrなったO= =
従来の商業銀行のようr=商業的な利益を目

標とするのではなく､あくまでも ｢貧しい

人々｣を対象lこ､小規模融資を中心とした

金融サービスを提供していく予定であるO
このclうに銀行に格上げされた例は､カ

ンボジア国内に90以上あるマイクロファイ
ナンス組織の中でも初めてである｡また､ 
3,0以上あると言われる世界のマイクロ00
ファイナンス機関でも非常に稀なケースで

ある｡ 

ACLEDAの成功の鍵 
1,地元に根ざした組織づくり
マイクロクL/I)ットの専門知識や実践力

を持った国際的なNGOかカンボ=)7 国

内で活動するのではなく､設立当初から
現地スタッフの養成に重点をあき､カン

ボジア人r=よるカンボ:7人のための組J
織作りを行ったこと｡ 

2.組織に持続力をつけるための=夫

顧容ニーズに対応したサ-ビスに徹底し
て､これまで金融サ-ビスを必要としな

がらも受けることのできなかった貧困層

を市場として開拓O願等のニーズと生活
状況を熟知し､運営面でも顧客のニーコ
に基づいたきめの細かい配慮を行った｡
その結果信頼を得､顧客か定着した｡同 
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時に､効率性や収益性も常にモニタリン

グする=Jステムを導入するなど､持続可
能な組織作りに力を入れた｡ 

3. パートナーシップ 
ACLEDAの熱心な取り組みと､日本を含 
ajドナー国及び国際機関の援助が連動
し､カン/l= ,)ツト ･i)アのマイクロクLI

セクターとACLEDAの急成長か実現した
といえる｡また､カツボ= 政府も､マ)77
イクロクL/I)ットの成長を促すような配

慮を国内の金融制度や法律の枠組みに取
り入れ､金融機関と協力してACLEDAの

側面支援を行った｡ACLEDA､ドナー国､
国際機関､そしてカツボ=)ア政府のパー
トナ-:JツプにclってACLEDAの成長を

促す環境が整えられたと言える｡

正規の銀行になると ?
･ドナーからの資金援助lこ掠らず､自分た

ちで金融市場から資金調達や運用ができ

るようになる｡それにより､さらに多く
の貧しい人々にサービスを提供できるよ

うになる｡貧しい人にとっては無縁のも
のだった銀行か､貧しい人々r=も開かれ
たものになり､その意味は大きいO

･これまでは金融サービスの種矧こも制限

かあったか､銀行I=格上げされたことで

様々な金融商品を扱えるようになる｡特
に､預金 ･貯蓄サービスを扱えるように
なり､お金を預ける習慣のない貧 しい

人々が､堅実にお金を貯め､いざという
ときのために備える習慣を身lこつlJる宇
目力けとなる｡

･また､貧しい人たちのための銀行として､ 
ACLEDAは組織として永続的な地イ立をカ

ンボ=7 釜融界に築くことlJ こもなる｡
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プロジェクト紹介
第 l段階

プロジェクトの概要 : 
1996年 12月､｢平和協定｣か結ばれ､

長年にわたってグアテマラ国民を苦し
めてきた内戦 (=終止符か打たれた｡ 
UNDP､そして日本に代表されるドナー
国は､インフラ､経済開発､人権擁護
などの様々な分野でグアテマラの復興
開発を支援してきた｡復興開発の中で
も､女性の地位向上はグアテマラr=と
って重要な課題である｡復興にrま､人

プロ=)工クト名 :女子教育に

関するナ=Jヨナル ･セミナー

テーマ :教育

承認日 :1997̀年 7月

予定期間 :10ケ月

r実施状況 ‥完了

F予針 $20000,0

政府執行襟開 :教育省､
 
SI Nainlytr f
MAC( toaSseno

Currcfrmpoe n n
iua l rvmetadl-

sfr to )omain

A T lE t

口の半分を占める女性のカか必要だからで
ある｡そこで､女性の地位向上への第-歩
として､UNDPや､日本政府､アメリカ政
府は女子初等教育の充実に重点をあいて支
援してきた｡

女子の就学率は小学校 L/ヘルr=あいても
大変低く､識字率も男性に比べて低い｡女
性は 10代半ばで結婚し､子育てや家事に
従事することを期待されており､女子教育
の重要性は社会的に認識されていない｡特
に､家が貧しい場合､男子生徒よりも ｢ど
ちらにしろ教育を必要としない｣女子生徒
かまず学校を辞めさせられ､家業や家事､
畑仕事などの手伝いをさせられている｡
様々な分野で可能性や希望かありながらも
｢機会｣を与えられることかなく､家庭､
社会rおいて地位か低く､自己決定権を持=

つことができない状況にある｡


このため当プロジェクトは､｢女性の地
位向上｣への第一歩としての女子初等教育
の充実を図ううとする国家的取り組みを支
援することを目的とし､教育省の政策決定

者＼非政府組織 (NGO)や草の根地域組織 .っ
の代表者を国中から集めた ｢女子教育に関

するナ:Jヨナル ･tI≡ナー｣の開催を支援
する｡ 

J

プロジェクトの計画と戦略 :
当プロジェクトはグアテマラ教育省を中

心として全盟規模で取り組んでいる ｢グア
テマラ女子教育支援プログラム｣の第一段
階として､｢女子教育lこ関する 5力年計画｣
を藁定し､将来的に同プログラムを全国規
模で実施することを考慮に入れ､政宗に現
場の状況を反映させるための試験的プロ=)
工クト (7県)の選定を行う｡

対象者 :
グアテマラ教育省 (SMAC､県教育事務所)J

を含む教育政宗関係者及び実務者


プロジェクト紹介

第 11段階


プロジェクトの概要 :
当プロジェクトは､教育省との密接な協

力関係のもと､｢グアテマラ平和協定｣の
枠組みを考慮しつつ同国の教育改革計画の
一環として､グアテマラにあける女子教育
の促進とジェンダーの平等化を日指す｡ 
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UNDPとE]本のマルチ ･バイ協力

パートナー=J､ソプガ生みだす相乗効果 

IメL-

潤 .,､.ぶ 

対象国 :グアテマラ

プロジェクト名 :女子教育支援
プログラム

テーマ :教育

承認日 :1999年 10月

予定期間 :30ケ月

実施状況 :実施中

予算 :$31000,0

政府執行機関 :教育省


実施観閲 :S IMAC


..＼一 ･ ･ .. ~p '
ケツアルテナンゴの学校でD

具体白訓こは､｢ Z関するナ=Jヨ女子教育rI
ナJLt≡ナ-｣で選定された7 (77/ つの県 
ルタヴェラパブ､グアテマラ､プアティ
ア/て , Lフル､ソロア､イヴパル､､ L9 J,
ケツアルテナンコ)での試験的な女子教
育支援プロジェクトの強化と支援を行う｡
また初等教育にあけるジェンダーの平等
化の推進の他､二言語教育､異文化共生
教育､参加型手法の教育の促進を試みる.

プロジ ェク トの計画 と戦略 :
｡教育省との連携により､女子教育国家

政策の見直しと新政策の策定｡
｡カリキュラムの改正と教員訓練､及び

学校にあける女子教育支援活動の実施
状況の支援と実施管理｡

･地域社会に対する女子教育推進の啓蒙

活動 (女子教育は個人 ･家庭生活のみ
ならず､社会の発展にあいても重要で
あるという認識を促す｡)の実施｡

対象者 :
･7つの県全体で女子と男子それぞれ約
 

1000
,0人ずつ
･約5000人の両親か､I)エツダーの平等

化の重要性に関する啓蒙活動に参加


･中央 ･県L/ヘルの600人の教員及び95

人の技術者

これらの試験的プロジェクトの成果や教

訓については､2000年8月に予定されてい

る第二回ナ=Jヨナ)LtIミナーで発表 ･頚告

されることになってい

,
る｡ 7県の報告や経


験を今後の教育政策と実施計画に反映さ

せ､他の地域にも応用させるなどし､プロ

ジェクトの恩恵かグアテマラの教育機関全

体､ひいては全国の全ての女子 ･男子生徒

に､もたらされることを目指している｡


UNDPと日本のパート
ナー=Jツプは､W ID墨
壷を通じた資金面での協
力にとどまらず､発展遷
上国の開発現場でも発揮されている｡ 
UNDPと日本かそれぞれ世界で行っている
開発援助活動で培った経験や､各々の得意
分野を生かし､双方の強みを組み合わせた
プログラムを行い､より効果の高い開発協
力を目指している.このような協力体制lよ､
∪卜iDPという国際機関r=cEる多国間援助 
(マルチラテラル)と､日本が途上国に対
して直接行う二回間接的 (バイラテラル)
を組み合わせていることから ｢マルチ ･バ
イ協力｣とも呼ばれている｡

グアテマラの女子教育支援プロジェクト
では､そのような現場 L/ヘルでのUNDPと 
Ej本のパートナー=Jツプガうまく生かされ
ている｡女子 ･男子生徒の就学率や退学率
などl=見られるジェンダー格差を是正する
ことlま､グアテマラの優先課題の-つだ｡ 
UNDPとEj本la､グアテマラにあrJるジェ
ンダーの平等化と女性の地位向上を実現す
るための第一歩である女子教育の推進にお
いて､協力して教育省を支援している.

日本は､グアテマラ国内に学校数が絶対
的に少ないことを受けて､学校建設の支援
を実施した｡また､日本は､多民族 ･多言
語国家であるグアテマラの現状に対応する
ため､公用語であるスペイン語とマヤなど
先住民族語による二言語教育の推進(=対し
ても協力している｡さらに､初等教育にか
かわる関係省庁や担当者間のコーディネー
ションも行い､教育省の職員から地方の小 
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派遣されている園際協力事業団 (IA)専JC

門家や､青年海外協力隊によって行われ､
教授法を含aj教育学のみならず教育行政に
あいても現地の教育関係者に助言し､支援
している｡さらに､現地の教育行政関係者
と教員を研修や交流のために日本に招曙も
している｡
一万､UNDPは､ 1996年に結ばれた平和

協定の条項lこ沿った教育改革の立案と実施
など､主に教育政策面で支援してきた｡初
等教育にあけるジェンダー差の是正も政藁
支援の重要なテーマとして取り組んできて
いるOさら(=､W LD基金からの資金援助
で行われたプロジェクトでは､グアテマラ
初等教育の指針となっている ｢女子教育に
関する5か年計画｣の策定に貢献した｡

教育改革を行うには､その指針となるべ
き公平な政策か必要であり､政策を効率的
に､そして持続白勺に実施するためlこは､現
地の教育従事者､そして教育行政関係者の
人材を育成することが不可欠である｡ 

UNDPの政策面での支援と､日本の人材
育成支援ra:､グ77テマラの初等教育改革lこ
あいて相乗効果を発揮してあり､UNDPと
日本の双方の強みを生かしたこのような協
力体制lま､今後更にグアテマラ女性の地位
の向上と人間開発F=つながっていくであ
ろうO



千春 なお束 を担 う手旗 た ち
グアテマラ :女子教育支援プログラム

長野智子氏 (ニュースキャスター)

｢マヤの子供た けるような人造 り
ちに会ってみませ の手伝 いをす るこ
んか｡｣UNDPの とで協力 しあって
方からお誘いを受 いる｡
け､ 私 に と って

まった く未知の国 さて､砂嘆 りた
だった中米グアテ
マ ラを訪 れ た の,､.~l･･VJl-r､~ー/ J▲ ･ 

__■_'二'
--r J,

■-
一 一~■■ ~-■L LJ-

ちこめる山間の学

校 に到着 す ると､

は､その小 さな都 ニュースキャスターの長野智子さんは､ 2000年 鮮やかな色彩の民

市が乾季に入った 2月にグアテマラの女子教育支援プロジ=クト現場 族衣装を看たマヤ
ばか りの3月初句 を訪問したB の子供 たちがとび
のことだった｡目 つき り明 るい笑顔
的地はグアテマラ で迎 えて くれ た｡
シティーからさらに車で4時間ほど移動し 教室を見学すると､女子の数が高学年にな
たケツアアルテナンゴ県｡公道から細い山 るにつれ少なくなっているCマヤ民族の女
道に入 りマヤ民族の集落に近づくにつれ､ の子は3年生にもなると畑仕事から兄弟の
章乞いた木立の中に ｢ハボン (日本)｣と暫 世話､水汲みなど一切の家事を任されるた
かれた看板がポッポッと現れるCとかく日 め学校教育を受けられずグアテマラの公用
本の援助は目に見えないと批判されがちだ 語スペイン語 も満足に話すことができな
が､こんなところにまで日本の支援の手が いGまた十分な知識がないため､病気で死
届いているのだなあ､と実感する｡ ぬ子供たちも多いのだという｡マヤ文化に

誇 りを持ちながら､社会参加もできる十分
ここ､ケツアルテナンゴ県は､W ID基 な学問を身につけることこそが民族にとっ

金が支援している女子教育プログラムのパ て一番大事なことなのだと､先住民出身の
イロット･プロジェク トが実施されている 女性で教育に携わっているビルヒニアさん
地域だ｡UNDPとグアテマラ教育省が協力 が教えてくれた.
して練った ｢女子教育に関する5力年計画｣
を､実際の教育現場でどのような形で実施 それにしても学校で学ぶ子供たちは楽し
していけるのか模索 しているのである｡ そうだOほとんどの女子は自分たちの先生
JICA (国際協力事業団)のサポー トを受 のようになるのが夢なのだという｡ある程
けながら､県の教育事務所がその地域の 度の年になると当然のように教育を受ける
ニーズや状況に基づいて目標を定め､教員 ことのできる日本のような国にいると ｢学
研修を行ったり､親を集めて女子教育の重 ぶことの意義｣さえ見失ってしまうことが
要性を説いたりと､地道な努力を続けてい ある｡厳しい自然の中でひたむきに生きる
る｡長い間内戦状態だったグアテマラの復 マヤの子供たちが本当に楽しそうに学校で
興には､人口の半分を占める女性の活躍が 勉強している姿は人間にとっての ｢学ぶこ
不可欠｡女子初等教育の充実化は､女性の との喜び｣というものを改めて私に教えて
地位向上に向けての重要な第一歩なのであ くれた｡日本とUNDPの支援によって私が
る｡このプロジェク トで､UNDPは教育政 出会った子供たちの夢が叶った時､またそ
策のア ドバイザーとして､JrCAは､その の笑顔に出会いに行きたいと思うD
政策を現地の人々が自分たちで実施してい 

ケソアルテナンコの学較てC

リリアンちゃんは毎日学校に通い､帰宅後 リリアンちゃんのお母さん､株や幕たち｡お母言んは､
は2時間畑を耕す｡他にも､妹や弟の面倒 r自分は勉強する機会を持たすた育ったが､虚には鼓
をみたり家事を手伝ったIjする, 膏を受けてもらいf=い｣と語る｡リリアン与やF､は､

将来は学校の先生になりたいそうだ

ケツアルテナンコの学挽,
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プロジェクトの概要 :
ウクライナでは､経済活動を営んで

いる女性のおよそ 80パーt =ントが農業
に従事してあり､女性農民ra食糧の生
産に多大な貢献をしている｡しかし､
男性優位の農業t :クターr =おいて､女
性の立場は弱い｡しかも､市場経済へ
の移行の過程にあるウクライナにおい
て､女性農民たちは多くの試練を克服
しな(1ればならないO以下はその一例
である｡

｡農業知識 (技術と市場に関する情報

へのアクセス)の欠如｡

与 l 智 歯 骨 幹 琴 :遇 _

対象国 :ウクライナ

プロジェクト名 :女性農民の
支援

テーマ :農業 ･ I情頚技術 (T)

承認日 : 1999年 3月

予定期間 : 24ケ月

実施状況 :実施中

予算 : $22,4740

執行機関 :ウクライナ起業促
進国家委員会

実施機関 :ウクライナ女性農
民評議会 

R

｡頻繁に改正される法律 (特に土地私有化､

税制について)及び法律制度に関する情
報へのアクセスの欠如.

｡女性農民の間､農業関係者間にあける縦

と横のコミュニケーション､ネ､ソトワー
クの欠如｡

･リーズナブルな融資へのアクセスの欠

文口｡街の金融業者から借りる際の高金利O
.模範となる民間セクターの欠如｡

｡生産コスト lこ比して農産物価の価格が

低い｡

プロジェクトの計画と戦略 :
当プロジェクトは､ビジネス ･マネージ

メントやコンピューターのトレーニングに
よる女性農民組織の組織力強化と､インタ
ーネットを利用した相互支援ネ､ソトワーク
の構築を巨的とする｡さまざまな情報を提
供することで､市場経済という新しい現実
の中lこあっても､農村地帯の女性たちが自
分たちの関心事や懸案事項について積極的
に発言し､ネットワーク造りをし､自分た
ちガ抱える問題lこついて自らの力r =より対
応できるよう支援する｡

また､インターネット･電子メールの利
用により､法律制度に関する最新の情報に
アワt :スできるようにする｡さらl =農業技
術 ･機械についてのノウハウを交換､農業
専門家､政府関係者､釜融機関､マスコミ
とのネットワークを強化することlこより､
市場経済の中での農業経営を確立 ･成功さ
せ､生活水準の向上を図る｡
｡8県において､農業の経営やマネージメ

ン トに必要な知識と実践力の習得を
図るO

.農業および農場経営( =有効な情報技術 
(コンピューター､インターネット)の
トレーニングプログラムを実施｡

｡8県に設置された情報技術センターで､

コンピューターやインターネットへのア
ワt zコを提供O

'地方の女性のために､農業ビ:)ネスやj

ンピューター､その他関連楕矧こついて
印刷物を発行し､配布｡インターネット
でも農業関係のホームページを作成｡

｡プロ: 本のビ)工クトの活動を紹介する 2
デオを制作｡メディアを通して発表し､
政府関係機関や一般の人々の関心を喚起
する｡

｡コンピューター､インターネ､ソトを利用



インタ-ネット電子メールの利用により､最新の僧矧こアクセスすることは､女性農民が市場経済の
中で農業経営を成功させるためには益 重々要になっ七きている.

1【 
ITが JJiげる女性農 民の本丸

/. ウクライナ :女性農民支援プロジェクト

奥田敦子 (UND P開発政策局情報技術課)

した､政府関係者､農業専門家､企業､
金融機関､マスコミとのネットワークの

強化｡

対象者 :
オデッサ､ポルタヴァの 2ヶ所で行われ

たワークショップでは､36人の女性か農業
ビ=J.ネコ､ 10人か情報技術の卜し一ニック
を受けた｡又､ワークショップの参加者か

各自の地元地域に戻り自らが講師となって

ワーク:Jヨッブでの成果 (学習)を披露す
る ｢フォローアップ ･t=ミナー｣lこは､ 
500人の男女か参加した｡この他､2000年 
3月までに､ 410人以上の農民か女性農民

のための情報サービスt:ンターを訪れた｡

プロジェクトの成果 (2000年6月現在): 
1.地方の女性農民か､農場運営や農業ビ

ジネスにJJ2)要な情報提供を受けること

かできるようになった｡以下はその例｡

｡農場所有の登録を行った女性農民の数

の増加 (2つの県で 12名増)0

●事業相談により､3名の女性が所有地

を大幅 lこ増やすことに成功｡45人の農

民が､農産物を売るための市場を確保｡ 
2.公的機関､その他公共団体､大学､学

校との協力関係が強化された｡以下は
その事例｡

●オデッサ市長による女性農民へのマー

ケットの無料･コへ-ス貸し出しO

.オデッサの t:ン9-とオデッサ農業協 

会の代表者か3グループ各々10名の女

性農民のために､ 1週間の研修 j-コ
を実施することに合意｡ 

●3名の女性農民に対し､国か技術支援

としてトラクターを提供｡

'ヴ工ル羊や ･パウリイヴカ村の学校

で､農民を対象とした講習を開設 (ポ
ルタヴァ県)｡ 

3.このプログラムの結果､地方の女性農

民は相互支援ネットワークを構築した｡
そのネットワークはさらに広がってい
る｡ワークショップ参加者が経営する

農場には農業相談tzン9-か設立され､
彼らか､自分の得た知識を地域の農民

たちに教えることを目的とした､フォ

ローアップセミナーも開催された (ポ
ルタヴァ1カ所､オデッサ2カ所)0 

ウクライナの首都キエ

フの国際空港から市街に

向かう車の中､私と同僚
のセシル ･タフ (開発政

策局ジェンダー課)が最
初に鰐いたのは,町の清
潔さとモダンな建物だっ

た｡石畳の街路は､きれ

いに'清掃され､建設中の

近代的なマンション群は
地平線のかなたからいく

つも音字かび上がっては車

窓に消えていった｡それ
は､開発援助を専門にす
る私の持っていた貧困の
イメージとは逼 ってい

て､少し拍子抜けした｡
そこからはウクライナの

貧困が見えてこなかった

からだ｡農村地帯を巡り､
実際に女性農民に会って
話を聞いてはじめて､ウ

クライナの貧困は､街並
みや建物に現れない ｢疎

外｣という形で彼女たち
の社会的､経済的進出を

妨げていることがわかった｡ 

ソL/ェ トの一共和国であったウクライナ

は､共産主養崩壌後､市場経済への移行を

時人しつつある｡その劇的な社会･経済 .
政治的変化は女性農民にとってチャンスに

なり得る｡土地や機械の私有が認められ､
自分たちのアイディアを農業実業家として

実現させ､生活レベルを向上させることが

可能になったのだ｡しかし実際には.新し
い法律や制度に関する情報が地方の女性農
民のところには伝わらず､その変化の波に

乗るどころか､変化の中でどんどん取 り残
され疎外･孤立 しているのが現状である｡

例えば､集団農場が廃止され土地の私有化 

が認められた際も､その法
律や申請手続きに関する情

報が女性鹿民のところにま
わってきた時には､その法

律は改正されていた｡税制
が改正された時､それを知

らず古い所得申請書を提出
したため受理されず､もう
-度はじめから古き直さな

ければいけなかった､と嘆
いた女性農民もいた｡ しか
も次回提出する時､税制が

変わっていない保証などど

こにも無い｡

また､市場経済の中で生
き延びるためには､新 しい

虚業経営･技術･機械 も学び
帝人 しなければな らない

が､女性巌民である彼女た
ちに融資してくれる金融機
関はほとんどゼロに近い｡

頻繁に改正される法律や制

度に関する情報を素早 くキ
ヤツチし､消化して行動に

移 し､その変化をうまく利
用するのは､母親.要･実弟家･農民である彼
女たちには､簡単なことではない｡絶え間

無 く変化する社会の中で､その変化を生活

を豊かにする ｢テコ｣にできないくやしさ
は彼女たちの言葉の端 々にあらわれてい

た｡プロジェクトのコンセプ トを関係者に
発表した時､いくら一生懸命働いても生活
が楽にならない苦労を涙ながらに訴えた女

性農民がいた｡

このプロジェクトを通じてウクライナの

八つの県の女性農民がコンピュータとイン

ターネットの利用法を学んでいる｡コンピ
ュータを使って会計 ･経理を行い､インタ
ーネットや磁子メールで法律の改正､市場

(上)キエフの街角で農作物を売る文
性農民の話を聞く輿田敦子で 
(下)UNDPジェンター課a)セシル･タ
フ.オデッサ近郊の野菜畑とその農
家を､UNDPウクライナのスタッフと
オデッサ支部行政官と共に訪問する｡
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の動向､肥料や農業機械についてのノウハ

ウや､農業技術に関する情報を地理的制限
を越えてアクセス､交換する他に､国内外

を問わず､政府関係者､農業専門家､企業
や金融機関にコンタクトを取 り､女性農民

の農業経営を確立･成功させるために利用
してもらうというのが､このプロジェク ト

の目的である｡

はじめはコンビュ-タに心理的な抵抗の
あった女性たちも､今では自分たちで新し

い利用法を生み出している｡電子メールで

送 られた情報を利用して 30人の女性農民
の土地所有申請が認められた｡又､このネ

ットワークを通じて､女性農民のための協
同組合も生まれつつある｡このネットワー

クが､女性農民のコミュニケーション ･ネ

ッ トワークの手段として十二分に活用 さ

れ､女性農民が ｢疎外｣を克服､さらには
情報化･ネットワーク化 されつつある世界

経済の中で農業大国ウクライナの将来を担
っていってくれることを私たちは祈ってい
る｡と言うのは少し大げさかもしれないが､

少なくとも女性農民達がネットワークをう
まく利用し始めているのは確かである｡ウ
クライナのプロジェク トチ-ムから､エ

クセル (コンピュータ ･プログラム)のク

(上)ウスコロード近郊で､r真金のヤギ｣とい

う名のヤギ飼育農場を経営する女性農民ハン
T･どリツウさんとその家族｡ 
下)コンピューターを学ぶ女性農民｡ 
石)ビンネスセ ミナーに参加するウウライ丁
の文性農民 C

(
(

リスマスカー ドが女性農民から送られたと
いう､ うれしい報告もあったO 

(左目 B棟で､E i分のところで収軒したば が )

のりんごを禿るウクライTの女性農民 C 

丸1日目付け川甘-
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プロジェクトの概要 :
ベトナムの総人口のうち､少数民族は

約 15パーセントを占める｡少数民族の
人々rま､ベトナム社会でも差別を受ける
ことが多く､開発の恩恵をなかなか享受
でさすに厳しい生活1犬態にある｡その多
<は山岳地帯など自然資源的rこあまり恵
まれない地域に住み､細々と農業や林業
を営んでいるが､収入は全EE)平均を大き
く下回り､貧困層に属している｡少数民 

i･･て -

-､ .r .■.L- I.~_】JJ哲 也 ･ _ I7.lLL _

対象国 :へ.トナム

プロジェクト名 :少数民族
女在のための識字藍看およ
び鮮業訓練教育

テーマ ニ識字 一職業訓樗

承認巳 :1997年7月

予定期間 :18ケ月

実施状況 :元了

予算 :令16.0000 

1執行散開 :社会開発 ;教育
訓掃菖(ト'E)o1 T女性地位

向上票


実施機閲 :少数民族教育研

究所(RCEME)､教育科学

協会 

E T
族の子供たちの就学率は全国でも最も低
<､中退率は最も高い｡女性の識字率はわ
ずか 10パーセントである｡母親である女
性に生殖､家族計画､保健 ･衛生､栄養に
関する知識かないので､乳幼児死亡率も高
い｡

本プロジェクトは､少数民族の女性や女
子の二-コや状況r=対応した教育モデルの
開発を目白勺としている｡教育モデルには､
識字教育と生活に 必要な知識や技術習得を
盛り込み､女性たちのエンパワーメントと

家族の生活水準向上を目指す｡

プロジェクトの計画と戦略 :
当プロジェクトは､初等教育をほとんど

受けたことかなく､健康的な生活に必要な
知識判膚報へのアワtzスもなく白々暮らし
ている少数民族の女性を対象としている｡
開発された教育モデルrま､将来白勺F=ベトナ
ムの他の地域で活用される予定である｡
･少数民族居住 4地域に識字教育のための

教室､裁縫などの作業室､そして畜産や
農業技術の実践のための設備のある ｢女

性教育センター｣を開設､運営する｡


･プロジェクトの初期段階から各コミュニ

ティーの有力者､女性組合､住民に参加

してもらうことで､対象者のニーズと生

活状況に対応したモデルを開発し､女性

がt:ンターrこ通うことへの理解を得る｡
また､そのような参加型アプローチを通
して､地域住民へのジェンダーについて
の啓発活動も行う｡

｡教育訓練省の管理下にある ｢少数民族教

育研究所｣か､本プロジェクトの実施機
関として様々な活動を持続白勺=(行えるよ
うに人材育成を行う｡

･女性のエンパワーメント支援に加えて､

その家族の生活の向上も念頭にあいて､
栄養､衛生､生殖に関する知識など､生
活に直結した日常的なテーマをプログラ
ムに組み込aj｡職業訓練 (裁縫､畜産､
農業など)と識字教育を組み合せ､セン

タ-での教育に継続性と実用性を持た

せる｡


対象者 :
基本的な対象者は､ 15歳以上の女性｡せ

ン9-の登録者は､各t=ンタ-100名ずつ
で､合計400名｡その他に｢少数民族教育
研究所｣の職員の卜し一二ンク､そして研
究所職員によるヒッター指導者の養成トレ
ーニングが行れるo



(i)ポ･リー共同転の少女 

プロジェクトの成果 :
･すべてのセンターlこあいて､参加者の出

席率は大変高く､新規の参加希望者も大
勢いる｡

｡センター設置地域の識字率か向上した ｡

･t =ツターの設置場所についても地域住民

と相談して決めるなど､参加型のアプロ
ーチをとったため､地域や県､特に各地
域のコミュニティーの有力者が女性の識
字教育実施lこ協力的であった｡また､ジ
ェンダーについての認識やこの教育モデ 
JLの有効性がコミュニティーや教育行政,

関係者の問lこ広まった｡


･地域開発に好影響を及ぼした｡女性や女

子が習得した (裁縫､畜産､農業などの)
技術が､それぞれの家族を通してコミユ

生徒の声 :
グエ ツ ･テ ィ ･ヴ ァン 
(18歳､ヴィン･ブック州ボ･リー共同体)
私は両親と三人の兄弟とセンターから 

2kmの所に住んでいます｡ うちは,カ
スター ド･アップルという果物を作る農
家ですo私は小学校へ行ったことがあり
ませんQ今は一日 2時間センターで授業
を受けています｡自転車で通っています｡
私の母は､私たちが住む山岳地帯ではな
くて､低地の地方の出身なので読み書き
はできますが､山岳地帯出身である父は
できません｡両親は私が学校へ行 くのを
応援してくれています｡読み但きができ
れば私がもっと良い人生を送れると思っ
ているからです｡新聞や本を読むなどの
宿題がたくさんでるので､なるべくお昼
の時間と寝る前にやっていますQ私の家
は電気がないので､ランプを使っていま

す｡裁縫のクラスが好きです｡即ゴ室も
本が借 りられて家で読めるので好きで
す｡新聞も借りて読むようにしています｡
また､栽培の技術を習えば､両親をもっ
と助けることができると思 うので一生懸
命やっています｡もし仕事を選べるので
あれば､将来は仕立屋になりたいです｡ 
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(左)イ工ン･タイ共同体の少女たち

二ティーに波及し､活用されている｡ま
た､衛生､ :)エツダーの役割､健康に関
する知識も地域に浸透し､住民の生活習
慣や考え方に好影響を及ぼした｡ 
4つのヒンタ-は､地域住民の交流の場

としても認識され､文化的な催しなどlこ
利用されている｡
特に若い女性は､識字教育や職業訓練で

学んだことをもとに､自分の興味と技術
を生かした職に就きたいという希望を明
らかにしている｡ただ､少数民族の居住
地域では職業の選択の幅が限られている
こと､職業技術を身につけても家内工業
など小規模事業を興すための支援か現段
階では非常に限られていることなどか
ら､｢識字 ･職業訓練後｣の支援につい
ても考える必要がある｡ 

T = iiiiiiii i
タン ･テ ィ ･テ ィン (16歳)､

タン ･テ ィ ･ナ ン (15歳)姉妹 
(ヴィン ･ブック州ダオ ･トルウ共同体)
私たち姉妹は二人ともセンターに行 く

のが好きです｡5kmほど離れたところに
住んでいますo歩いて 1時間ほどかかりま
す｡授業にはなるべ く出席しようとして
いますが､私たち家族は農作業でとても
忙しい時期があるので､そのときは田ん
ぼや森での仕事を手伝わなくてはいけま

せん｡その時だけは授業を休んでいます｡
正規の学校へ行ったことはありません｡
識字のクラスは去年の 4月に始まったの
で､1年目はもう終って､今は裁縫のクラ
スを取っています｡私達姉妹はこのクラ
スがとても好きです｡両親はとても喜ん
でいて､励ましてくれます｡栽培の技術
や健康についての知識､裁縫など､この
機会がなければ習えなかったことを学べ
るからです.母にもここで習ったことを
教えているくらいです｡家畜のことをも
つと習って､将来は豚を飼って収入を増
やしたいと思っています｡増えた収入は
将来必要になった時のために必ず貯金し
ますO 

l 

L ｢ が可能性 を広 げる, 和 親 ｣

ベ トナム :少数民族女性のための識字教育及び職業訓練教育プロジェクト

大崎麻子 (NPUD開発政策局ジェンダー諜) 
J

首都ハノイから車
で北へ3時間半ほど
走ると､イェン ･バ
イ県の中心街にたど
りつくoロ-タリー
を中心とした街のつ
くり､至る所で目に
付 く大きなプロパガ
ンダの看板が､ここ
は社会主義国である
ことを思 い出 させ
る｡その中心地から
さらに車で 1時間半､
舗装道路から脇の泥
道に入 り､U NDPの
ベテラン ドライバー
が運転する 4WDは､
山あいのぬかるんだ道をうまくぬめりを避
けながらゆっくりと進んでいく｡ぽつぽつ
と董葺き屋根の民家が点在し､薪を背負っ
た人々とすれ違うC

目指すは WID基金で支援している山岳少
数民族女性のための識字教育センターだ｡
ハノイで日本のプレスの方々にお会いした
時､｢ベ トナムはアジアの中でも識字率が
特に高い国なのに､なぜ今更識字教育なの

か ?｣というごもっともな質問を受けたO
確かに国としてみると､ベ トナムの識字率
は高い｡開発も進み､外国資本が流れ込ん
で急速に発展している国である｡しかし､
国内をみると､長年差別されてきた北部山
岳民族の人々は開発の恩恵を十分に受ける
ことなく､今も過酷な自然条件のもと､平
均世帯月収 5ドル､学校も医療施設も整わ
ない状況で困難な生活を余儀なくされてい
るのである｡

そのような山岳地帯に､なぜ ｢女性識字

センタ -｣なのか ?この識字センターが行
っているのは､いわゆる ｢識字のための識

字教育｣ではない｡識字教育を通して､家
族計画､衛生､栄養､HI V/エイズや､伝
染病の予防接種の効果を含む保健の知識な 
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ど､生活水準の
向上 を促す知識
を教 えるのが目
的だ｡その知識
を女性は即家庭
で実践するので､
家族や コ ミュニ
テ ィへの波及効
果があるのだ｡

女性たちは山道

を歩いて､または
自転車でやってく
る｡普段の仕事に
加えて､学校に通
い宿題もこなすこ
とは彼女たちにさ

らに負担を課すことになるのでは､と多少

疑問に思っていたが､質素な教室で積量を
受けている女性たちは大変生き生きしてい
て楽しそうなのである｡美しい民族衣装に
身を包んだ女性が言 った｡｢生まれて初め
て､自分のために時間を使 うということを
知 りました｡宿題以外にも､自分で図書室
から新聞を借 りて読んでいます｡｣山岳地
帯の女性は､生まれてから死ぬまでひたす
ら家族のために働 く｡小学校にあがっても､
女の子は家事と農作業の手伝いのために
早々と学校を辞め､1 4､5歳で結婚したあ
とは子育て､家事､農作業､両親の世話で
一生を終えるのだ｡

そんな女性たちが､知識を持つことによ
って自分に自信を持つことができるように
なり､さらに ｢もっと知りたい､学びたい｣

という向上心を持ち始めた｡なんて頼もし
いのだろう｡イェン ･バイにあるセンター
は､小学校に隣接しているため､親子､姉
妹で通ってくる女性たちも多い｡最近では､
学ぶ女性たちに触発されて､男性の入学希
望者も出てきたという｡大変良い傾向だが､
このセンターは､普段発言力を持たない女
性たちが自分たちの意見を誰に憧ることな
く自由に言える場所なので､その雰囲気を

ポ･リー共同棒の少女と〕NDPジェンダー譲の六崎麻
子W ID基金担当官 e プロジェクトの進行状況､成

果､今後の課霞などを調査するたのにプロジェクト

現場を訪問した｡生き生きとして禁しそうに学校で

学ぶ女性たちの話を聞く｡



_一 
ー
_

大切=こするため
､
当面男性は入れないそう

である
D 

教育法を確立することを目的として4つの

WID基金は少数民族の女性に対応した
､

教材やカリキュ
作成
ンターの設立･運営

確かに少数民族女性たちののエンパワー

少数民族人々ののために識字センターを増
やしていくようだ
､
このプロジェクトは

､
教員ののトレーニングなどを支援

､
るでベトナム教育省もこれから国内
この教育方法は既に成果をあげていした

一歩になると思う

れはきっと国内生活レベル格差解消
ントのきかけを作っっいるしてて

｡

ラ
ム

｡
のの

｡
メ
そそ
｡､
ののの
第

セ
､

大歓迎れ｢日本の皆ささんに感謝してい

最後
､
どこのセンターにに行っても私は

､
ます
｡｣
言われたこととを伝えしておおき
たい
｡



＼ゝ
 

ii
i

 

i嘩



弓｢ A F R I C A

対象国 :エチオピア 対象国 :エチオピア
ェクト名 :｢元焚き木運搬女性 プロ:Jェクト名 :専門金融促進協会のJ'プロf 

の連盟｣支援 能力形成
テーマ :経済参加 テーマ :経済参加
承認日 :1999年9月 承臨日 :1999年 8月
予定期間 :24ケ月 予定期間 :20ケ月
実施状況 :実施中 実施状況 :実施中
予算 :$125 00 予算 :$745,6. 00

執行機関 :FWFCA(元焚き木運搬女性
の連盟)
実施機関 :上記に同じ

プロジェクトの概要 :
当プロ=jェワトは､焚き木運搬業r:従事して

いた女性か結成したNGO｢元焚き木運搬女性の

連盟｣(FWFCA)を支援している｡連盟の会員

が､自分達の生活に関わる政藁に対して発言

力･影響力を持ち､市場にあいても差別される

ことなく商業取り引きを行えるようになること

を目指している｡会員の基礎的なマネージメン

ト及びビジネ.コ知識と実戦力習得を支援すると

同時に､FWFCAが会員に対して事業運営に必要

な技術的アドバイスを提供すると共に､ピ:J7

コの企画 ･マネージメント､会計管理のトL/一

ニックを行えるよう､組織としてのキi7パシテ

ィ ･ビルディングを行う｡

プロジェクトの計画と戦略 :
当プロ≡ノェクトは､過去に ｢焚き木運び｣の

職に就いていた女性たちに､融資を含d3サポー

トワ-ピコを提供し､女性たちガ経済活動にお

いて選択肢を持てるようI=なることを日的と

する｡

具体的な活動内容は 

政府執行槻開 :専門金融促進協会 
(SドP l)
実施機関 :上記に同じ

プロジェクトの概要 :
専門金融促進協会(SFPlは 1) 997年､貧しい

人々の中でも､小規模 ･零細企業に携わる人々

が直面している問題に対応するために設立され

たo早急な対応をJ必要とする問題点として挙げ

られるのは､職業技術やマネー=)メット能力の

欠如､事業を運営するために必要な市場情報へ

のアワセコの欠如である｡このためSFP日誌､不

利な経済条件の下にいる人々の経済的･社会的

工ンバフ-メントを目標としている.自立か短

期間ではなく長期に持続するように､マイクロ

クL/:' クtコ支援､貯畜の奨臥Jットへの77 z 技

術的なサポートワービスの提供などを行ってい

るoSFPlは首都77ジス ･77へバとその周辺地域

に限って活動を行ってきたが､他の地域の人々

にも同様のサービスを提供するため､事業の実

施地域の拡張を計画している｡

プロジェクトの計画と戦略 :
当プロジェクトは､先1=挙げた問矧こ直面し

ている女性たちにとって､融資及びその他のサ

ポートサービスか利用しやす<なることを目標

】 

一 

‖
㌧
ノ

.｢ 

Aのコ9ツフか､融資 ･技術サボ-ト業'F C

務を行うにあたって必要な､/q識 ･実践力を

習得するためのトL/一ニックを実施する｡

｡FWFCAの管理職を対象に､マネージメント

に必要な力をつけるため､ワーク:Jヨッブ､

卜L/一ニックj-コ､インドへの研修ツアー

を行う｡

'プロジェクトの恩恵を更に多くの女性たちガ

享受できるよう､ FW FCAD+積極的に地域

社会に働きかけ､人的交流の活性化や啓発活

動を行えるよう支援するC 

/FV､ とし､以下の手段でアフロ-チする｡

'ウガンダ､:J+ンパフェ､南アフリカのマイク

ロクレジット組織への研修ツアーを通し､ 

SFPlの運営能力強化と活動範囲の拡大を目

指す｡

●ローン ･マネー:)メットについてのフ-ク

ショップの実施､マニュアルの作成､コン

ピュータ-化された財政のマネー=)メット情

報=Jステムの導入.

'女性クライアントのニーズに応じて､各種サ

ポート絶技への紹介サーピコを行うO
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LRW ジェンダ-譲のセシル ･タフ､プロク

ラム ･コーディネーターは､｢女性･マイクロ

クレジット富困謹厳｣のナイジェリアのプ

ロジェクト現場を2000年4剛こ訪ねたせ 

(左上)ナイジェリア女性協会 (COWAN)の

農場にて､カッサハの根を採る｡ 

(右上)かノサバ製粉喝で粉をふるう女性たち. 

(上)COVVANの製粉場で､カッサバ粉を煎る. 

(下さ手締りで布を寄る.オヨ珊COWAN
メンハーの女性たち｡ 

A ド R

対象国 .地域 :エチオピア､

ナイジェリア､カメルーン/
アフリカ
プロジェクト名 :女性､マイクロクし 
:)ットと貧困撲滅
テーマ :経済参加
承認日 :1999年 5月
予定期間 :12ケ月
実施状況 :実施中
予算 :$30,5035

執行機関 :UNOPS

実施機関 :UNOSCAL､アフリカ
ビレッジアカデミー (エチオピア)､
ボグソ女性農民コモン ･イニシアチブ 
(カメルーン)､ナイジェリア女性協会 
(ナイジェリア)

プロジェクトの概要 :
当プロジェクトは､第2回アフリカ開発会議 

(TCADH 東京行動計画｣の優I )で採択された ｢

先分野である ｢女性のエンパワーメント｣､｢地

域協力の強化｣､｢南南協力 (途上国間協力)め

推進｣､｢キャパシティ･ビルディング｣に対応

するものである｡

当プロジェクトは､女性か主体となる地域

開発活動の柱として､マイクロクL,:jット･

サービスの設立と利用を推進する｡

プロジェクトの計画と戦略 :
家内工業をはL:めとする零和･小規模事業の

経営者が､マイクロクL,ジットの有効性を理解

した上で､雇用機会の創出､生活しヘルの向上､

他の経営者との交流の促進を目指すO活動Ta以

下の通りである｡

･｢地域開発のためのマイクロクL=+ =,Jット･J

ステム｣についてのワーク=Jヨッブの開催O

.｢マイクロクレジットと地域社会｣をテーマ

にした国際セミナーの開催｡

●アフリカの 5つの地域とア=jア諸国に存在す

るマイクロクL/I)ット･システムについて､

それぞれの運営の経験をもとに､主な成果及

び (失敗例も含aj)教訓についてとりまと 
♂)る｡

'トレーニングコースとワークショップのフォ

ローアップとして､地域L,ヘルのマイクロク 
L/Jット利用者のための研修カリキュラムと:'

教材の開発｡
 

I C A

対象国 :ガーナ
プロ= ガーナにあける女性Jェクト名 :
企業家育成

テーマ :経済参加
承昌忍臼 :1996年 5月
期間 :34ケ月
実施状況 :完了
予算 :$8500.0

政府執行機関 :財務省国際経済関係課
実施牧閏 :｢12月31El女性運動｣ 
(31tDcmb Wo nsMoe n)s ee 研一 me' vmet

協力機関 :財務省国際経済関係諜 
(Ltrainlcnmi eainnentoaEoo cRltos 
Diiino nsr fFnn()vso fMiityo iac≡

プロジェクトの概要 :
当プロ=)工クトでは､ガーナの民間tzク9-

開発のプロセスに､女性が全面的に参加できる

環境を作るへ<､女性の経済的工ンパフ-メン

ト促達に関する政策作りLこついて提言を行う.

また､このプロ:)エフトは､これまでの女性企

業家の経験や業績に墨つき､法白勺･政治的な枠

組みの策定､必要とされる体制や能力の向上に

ついても取り繕む｡

プロジェクトの計画と戦略 : 
jj-ナのNGO､女性企業家､商業組合､金融

機関等の経験を墨にしたフ-ク:Jヨッブが､

ガーナのNGO ｢12戸∃31Ej女性運動｣ (31st 
Dee e Wo nsM ov ment)によって実施cmbr me′ e

されるOインフォーマル ･t=クターで従来活躍

してきた女性たちガ､如何F=してガーナの経済

開発の主流となって参加できるようになるか､

またそのための環境造り ･政策提言を重要な課

題として梗索するo

プロジェクトの成案 : 
1997年 4月と2000年 1月にワークショップ

を開催したOフ-ワシヨッブの成果としては､

企業家育成を通した女性の経済的工ンパワーメ 
i/卜を推進するための現行の法的 .政藁的枠祖

の検証､及び､各種生産資源や能力の開発の機

会､蓋融サ-ピコなどへの女性の平等なアワt:

コを確保するための行動計画の作成か挙げられ

るOまた､長期的協力を目指して､女性団休や

女性組合､政府税関､NGOと､ビ=)ネス､蓋融

界との問にネットフ-クが構築された｡
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対象国 :南アフリカ
プロジェクト名 ::)エツダ一･人種面
から見た南アフリカの貧困削減政策の
査定 :ミクロ及びマクロの=Jミュし-
シヨンによるアプローチ
テーマ :経済政策 
承認日 :1999年 3月 
予定期間 :18ケ月 
実施状況 :実施中 
予算 :令16666,9

執行機関 :UNOPS

( E実施機関 :国家経済政策協会 NIP)､ 
UNDP社会開発および貧困撲滅部

プロジェクトの概要 :
当プロ=)工クトは､貧困削減政宗について､

その効果を評価する手法の開発を目的とするO

南アフリカでは､女性人口に占める貧困者の

割合が高く､ジェンダーに配ました貧困削減政 

藁の策定だ早急に求められているo南アフリカ

の女性人口の中でも､特にアフリカ系の女性の

間で貧困の傾向か顕著であるO

このプロジェクトでは､ジェンダーや人種と

いう側面から､南アフリカの様々な貧困削減政

策の効果を評価するためのミクロ/マクロのシ

ミュレーションモデルを構築する｡

他の地域でも応用でき､財政政策における:j

エツダー配慮の推進のための政宗ツールとなる

ことが期待される｡このため､プロジェクト全

体としては､開発嬢的機関を含dj開発関係者の 
:)エソダ一･人種 ･貧碩政藁分析の技術L/ヘル

を向上させ､各国の貧困削減への取り組みをよ

り効率的に支援することすることを目指す｡

プロジェクトの計画と戦略 :
･UNDP/WGのフークショップの開催｡レポーl

トの配布｡

●ミクロ/マクロシミユし-シヨンの開発とモ

デル化｡

｡国際機関やドナー国を対象にした結果確言会

の実施｡

対象国 :ケニア
プロジェクト名 :現行の毒私機関を通
じた女性の金融資源へのアクセス支援
テーマ :経済参加
承認Ej:1997年 9月
予定期間 :12ケ月
実施状況 :実施中
予算 :$7500,0
政府執行機関 :計画開発省 M nstr( i y 
ofP一n igadNtoaD v一p nann n ainleeomet

実施槻関 :償康あよび人□問発管浬支 

LJL 監 s nnagf,ntE vaPpopuainl fTaacee:eHea e:dment.t. )

プロジェクトの概要 :
当プロ:J'工ワトは､｢正式な金融機関からの

融資を受けることかできないのは､女性企業家

にとってど=J'ネス上の大きな制約となってい

る｡このような制約は､それらの機関の女性に

対すJ5差別的な方針や姿勢､女性にとって不利
な手続きなどによってもたらされている｡｣と

いう認識をへ-コにしている.最近の事例から

しても､組織の核を成す銀行の幹部や管理職の

ジェンダーに対する意識を高めることか､状況

を変える有効な手段I=なり得ることかわかって

いるo

このため､銀行､金融機関､保険会社等が参

加するフ-ク:Jヨッブを行うCワ-ワシヨッブ 
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や政策アドバイスを通して､銀行や金融機関の 
:J.工ンダ-に対する意識を高め､最終的には女

性の金融 ･融資サ-ビスへのアワt=スを増やす

ことを日的とする｡

プロジェクトの計画と戦略 :
当プロジェクトの主な目的は2つである｡ 

1金融､銀行､保健の各t:クタ一にあける､女

性に対する差別的な方針､法律､及び手続

きを改善することにcEリ､女性の釜融 ･投

資資源へのアワt:コを増やす0 
2.女性グループ間で投資に関する情報交換か出

来､金融業者等サプライ側からも融資条件

についての情報を得ることができるような
場を設ける｡

主な活動は
.銀行､金融機関､保険会社の運営に関して､ 

I' 手続Jェンダーの偏見に起歯する企業方針･

き上の女性への差別 ･制約要因の特定｡

｡ジ工ンダ-に対する意識を高めるためのワー

ク=Jヨッブの開催｡金融関係者､県や雨の幹

部職員､女性団体のリーダーを対象とする｡

'金融機関･董艮行の幹部 (支店長を含aj)と､

女性の地位向上活動を行っている団体の代表

者を対象としたワークショップの開催｡

'差別的方針や手続きへの対応表の検討,対象

機関に対し､改善案を提示｡

｡投資に関する情報交換や女性企業家 ･グルー

プへの金融 ･投資サービス晴頚を提供する情
報センタ-の設盈 C 
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｡女性の非伝統的職業分野の大学プログラムへ

の女性の登録を奨励するメディアキャンペー
ンの実施

.職業機会を提供するための職業カウンt:リ

ングの実施

パレスチナ
プロジェク ト名 :ジ ェンダ ーに配慮 し

た教育 プログラム

テーマ :教育 ･意識啓蒙
承認日 :1997年 3月
予定期間 :1年
実施状況 :完了

トを行い､その結果を 2回Ejのフ-ク=Jヨ

ッブで発表､他の教育関係者が参考にでき

るよう ｢活動案｣としてまとめた｡

また､教員対象のフ-ク=Jヨッブでは､

教員の指導の仕万や学校のか Jキユラムか

特に直接的影響を及ぼすであろう小学校児

童の指導を念頭に､初等教育にあける=)エ

ツダーlこ焦点を当てたO=)工ンダー専門家

や児童心理学者から､ジェッダ-の概念を

どのように学校の授業に取り入れていくか

についての講義と教授法の卜し一二ンクを

行った｡第-回ワークショップ終了後､参

加教員は習ったことを自分の学校で実践し､

蓋二回ワークショップで結果を発表､更に

%

@


予算 :$1

執行機関 :UNDP

00 アイデアを加えて ｢ミノ工ンダーに配慮した

教育マニュアル｣のための原案としてまと

0.10

実施機関 :教育省､カリキュラム開発 めた｡ 

11タ- 2｢ジェンダーに配慮した教育マニュアル｣ ニ

算数 .数学､アラビア語､英語､社会､理科､

プロジ ェク トの概要 : 体育などの科目について､:)エツダー概念の

当プロ:)工クトは､ジェンダーに配慮した授 取り入れ万の ｢案｣や ｢例｣を紹介したマニ

t=

/

0

ュアルを作成.このマニュアルはパLコチナ

対象国 :エジプト +イスマイラと:JT7キ77地区の女性の保健 ･健 員の=)工ンダー意識を高め､ひいては女学生の 西岸 ･ガザ地区の全ての学校 (約2
業カリキュラム及び教育手法を開発､校長 ･教

00校)

プロ=)､工ク ト名 :女性の総合型保健
康lこ関する行政組志筑のキT,パシティー ･ビル 中退率を下げ､教育機会の拡大を図ることを目 に配布された｡ 

プロジェク ト
ディングを行う｡ 標とする.匡=内の主なNGOの代表者と､UNDP 3 =)ェンダーの啓発活動の実施 :

テーマ :保健 ･情報技術 /ル コチナガ実行委員会を形成し､プロ:)工ク 一=jエツダーの概念を効果的lこ授業に取り入

対象国 :ヨルダン トの実施lこあたる. れた教員を表彰するハラ ･アタラ-実か設
承認日 :1999年 8月

プロジ ェク ト名 :∃)ダン女性のため パしユチナでは､女性か男性に比して限定さ 置された｡L,
予定期間 :30ケ月

の払業訓練と雇摘機会の推進 れた教育 ･保健 ･融資 ･職業 ･権利への77クt: -I)エツダーをテーマにした詩のコンテスト
実施〕犬況 :実施中

テーマ :経済 ･社会参加 ユしか持っておらず､その背景には地域社会の が開催された｡コンテストについてはメデ

予算 :‡3526,73
承認白 :1997年 3月 父権制に萱ついた価値観や社会的圧力か存在す ィアを通して宣伝され､多数応募かあった｡

政府執行機関 :保健 ･人口省 る｡/てしコチナの現在の教育教材と人的資源 入賞者の詩Jaポスターに掲載され､地域の
予定期間 :2圧

E]L,学校､国富館､I童館などに配布された.

ジェンダー観は､改善か求められている｡ 一地元新聞アル ･77十'ム紙r=ジェンダーにつ
実施鞍関 :保健 ･人口省

実施状況 :実施中
(教育従事者)に見られるコテしオタイプ的な

協力機関 :国際協力事業団 A)!C(｣
予算 :$245 00 いての漫画か数回にわたって掲載された.0,

l プロジ ェク トの概要 : 執行機関 :アルバクア応用大学 プロジェク トの計画 と戦略 : その他にも､これまで男性の職業分野､女

実施棟閏 :アルバクア応用大学 ●/ル ユチナ西岸とガザ両地区E=あける学校長 性の職業分野とされてきた職種で活躍する当プロiエフトでは､医標のみならず､社

会 ･文化的側面を含む総合的アプローチで､女 協力機関 :高等教育省､ヨルダン職業 と教員を対象としたジェンダー ･ワーク=Jヨ 女性や男性を紹介､:j工ンダーに配座した

性の保健 ･健康に取り組a3ことにより､女性の 女性 クラブ ッブの実施O 活動を行う企業を新聞で紹介する等､新聞､

/+

.｢ジェンダーに配慮した教育マニュアル｣の 誌､ラ=J.才を通してメディアキT7ンベーエンパワーメントを促進し､ひいてはコミュニ

ティー全体の福利増進を目指す｡

プロジ ェク トの計画 と戦略 :
●イスマイラと:Jt7キア地区農村地域の2つの

女性保健tzン9-を修復 ･改装するC.(情報
技術 (lT)設備の設置を含ajo)

･女性たちへのリブログクテイブ ･ヘルスl･

サービス (性と生殖に関する医療 ･保健サ-
ピコ)を提供するO

･女性保健tzン9-内lこ ｢女性保健クラブ｣を

設立し､識字クラス､文化的催し物､.償康教
育､職業訓練等を含む総合的な保健 ･教育プ
ログラムを実地する｡

プロジェク トの概要 :
当プロ:)=クトは､ヨルダンの大学教育lこあ

けるジェンダー意識の改革をB指す｡女性1=と

って非伝統的かつ男性が多くを占めている職業

の分野にあいても､女性か自らの望dj職業lこ就

くことが可能とな5教育を行い､雇用機会の創

出を図るO

プロジ ェク トの計画 と戦略 :
｡か Jキユラムの編成と開発

･ヨルダン企業家女性クラブによるメンター ･

プログラムの実施 

崇佳

開発｡ ンを行った｡

●地域社会の意識向上午やンベーンの実施O 
-カリキュラムや授業に ｢女性の権利｣とい
うテーマを効果的に取り入れた教師の表彰 

- ｢私か私 (男 ･女)であること｣をテーマ
とした詩のコンテストの開催 

-パレスチナ社会にあける=J.工ンダー問題や

男女の役割を‡苗写した漫画を新聞に掲載｡


プロジ ェク トの成果 : 
1ワーク=J･ヨッブ :学校長のためのワークシ


ョップでは､ジェンダーl=配慮したカ リキ

ュラム､進路指導､校内カウンセリングな


･-

1

･･t
.日日･---日日■

どのテーマを取り上げた｡その中で､特に

自分の学校に有益だと思われる事柄に関し
｡女性保健センターに情報技術 (lT)を取り

入れ､雪の根の女性に必要不可欠かつ実用的
な保健 .鳳票の橋頭を痩供し､女性間のネ･ソ ては､各々か自分の学校で調査プロ=J.エク

トフーク作り7= 1-54ベー=jの｢冊究･;}ェン5f一席笠島｣をこ参照下さい｡e奨励する｡ 
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対象国 :カンボジア
プロジェクト名 :経済開発への女性の
参加

本プロジェクトr =ついては､1 2<こ-ジにある､

プロジェクト･サマリーと紺野美沙子氏のエツ

ヒイをご参照下さい｡

対象国 :カンボジア
プロ=)､工クト毒 : ACLEDA小規模釜融

機関による翼圏の緩和 I ACLEDA回転

資金の支援

本プロジェクトについては､この冊子 15<こ一 
=)にある､プロジェクト Iサマリーをご参貝召下

さい｡

対象国 :フィジー
プロジェクト名 :持続可能な生計の
推進による女性の経済的エンパワー
メント

テーマ :経済参加
承認日 : 1999年 2月
予定期間 : 24ケ月
実施状況 :実施中
予算 : $29,7330

執行機関 :UNOPS (国連プロ=j工 
'7ト･サービス機関)
実施機関 ニUNOPS

プロジ工ウ卜の概要 :
ブイ= )-､ソロモン諸悪そして/ Tヌアツでは､

貧困女性は自分とその家族の生計を立てるた

め､E j々 多くの困矧こ直面している｡

困難となっている主な要因にIよ､
'女性が共通して受ける差別や困難を組織的に

解決するためlこ必要な集団的交渉力などの組
織化技術の欠如 

'ビ=)ネス経験 弓王府､市場情報やアイディア
等の不足

+マイクロクL /:)ットや貯蓄サービスへのアク

セスの欠女口

等がある0

本プロジェクトr a､地元女性と女性紹轟のキ

ャパ =Jティビルディングを支援すること(=よ

り､女性の小規模ビジネスへの参加を推進する

ことが目的である｡また､マイクロつし=)ット

の機会を提供し､女性たちの持続的な生計手段

の確立と経済的機会の拡大を図る, 
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プロジェクトの計画 ･戦略 :
当プロジェクトは､フイ=)-､ソロモン諸悪

そしてバヌアツの貧しく最も弱い立土易に置かれ

ている女性のエンパワーメントを目指してい

るO女性たちが集団的交渉力と実践的など=)辛

ス技能を持ち､適切な市場情報を得 =ると共に､

信矧 ■壬が高く女性のニーズに対応する金融サー

ビスを利用できるような支援を行う C
主な活動内容は

.収入の安定化と向上を目指したビジネスチi 7

ンコの拡大

●貧しい女性達によるマイクロクL /:)ット･ク

ループの設立と及びグループの運営能力向上

への支援

.ブイ=)-の NGOとマイクロクL ,=jット機関の

運営能力向上への支援｡ (これにより貧しい

女性達か経済的機会を拡大するためのマイク

ロフレ=)ットと貯蓄サービスの提供が可能と

なる｡ )
等てあるo

対象地域 :インドシナ諸国
プロ=j工ワト名 :インド =Jナ諸国( I

あける経済開発への女性の参加支援
テーマ :参加型開発
承吉忍臼 :1999年 2月
予定期間 : 1年
実施状況 :完了 

予算 : $15155,2
執行機関 :国際女性の権利アワ=Jヨン

ウオッチ ･ア=)ア太平洋支部
協力機関 : (3ヶ国それぞれの)女性
の地位向上対藁機関

プロジェクトの概要 :
当プロジェクトはカツボ :7､ラオス､ミャJ

ンマーにあE j-る経済開発への女性の参加を推進

する｡

異体的lこlま､｢インド:Jナ経済開発への女性

の参加推進t =ミナ-｣と､それに続くワーク= J

ヨッブを 3カ国で開催する｡ヒミナーでは､技

術研修､小規模事業設立の方法､さらに融資金

融機関や､支援グループへのアワtZス方法のテ

ーマを取り上lプ50

対象国 :インドシナ諸国
プロジェクト名 :インド =Jナにあける
小規模ビジネスの推進

テーマ :参加型開発
承認白 : 1997年 8月
予定期間 : 1年
実施状況 :完了
予算 : $20,0000
執行機関 : ESCAP

実施機関 : (3ヶ国それぞれの)女性

の地位向上対策機関担当者､女性の地
位向上担当専門家

プロジェクトの概要 :
当プロジェクトの目的は､市場経済開発への

移行が進展する状況のもと､女性も平等lこ恩恵

を受ける事ができるように支援することであ

るOカンボジア､ラオス､ベトナムの小規模ビ 
I)ネスに携わる女性たちの知識や職業技能の習

得を支援し､ネットワークの強化を目指す｡経

営専門家チILの派遭､女性による小規模ビ= J+

ネス推進ワーク:Jヨッブの地域 L ,ヘルでの開

催､途上国間のネットフークと技術協力の促進

などが具体的活動に含まれるO

対象国 :ラオス
プロジェクト名 :ラ才女性植合 (Lao 
Wome′ innsuno )の運営管理強化と 
=ジェンダーに関する市民の意識向上
テーマ :社会白勺参加､I)エツダー平等
への意識啓発
承昌忍日 : 1998年 4月
予定期間 : 12ケ月 

実施状況 :実施中
予算 : $18,0000
政府執行機関 :ラオ女性組合
案旅程開 :ラオ女性組合

プロジェクトの概要 :
法の下では男性と同等の権利か保障されてい

るものの､現実にはラオ女性l封可重もの :jエツ

ダー差別を経験している.メディアが描く女性

像E3いまだに固定観念に墨ついてあり､それに

よって多くの女性たちが歪んだ自意識を植え付

けられ､女性の社会的経済的役割を制限する結

果となっている｡

本プロ=)ェクトでlよ､ラオスの女性組合と県 
L/ヘルの地域開発委員会との密接な協力関係の

もと､女性特有のニーズlこ対応した農村開発計

画を推進するために必要なキi7パ=Jティ ･ビル

ディングと政策支援を行う｡ ≡ノ工ンダーの視点

を謎抗的かつ体系的に活動のすべてのプロt Zコ
に組み込むこと (ジェンダー ･メインストリー

ミング )で､女性の地位向上と男女の平等化

の促進を目指している｡ 

2- 5dベ-ジの｢関禦 . =jェンダー用岳碍J空しJ草碍下さい ｡
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二ンクを行うなど､このプログラムの活動の中

心となる ｢母子保健tIンター｣を設立した｡

一万､UNDPによる本プロ=)工クトでlま､全

国規模のワークショップを開催､日本lこよって

設立された ｢母子保健tIツター｣の広敢 (役割

の明確化)､ビデオ制作や各種リサーチへ-パ

ー作成を通した リブロダウテイブへ)レスの知識

や情報の普及､更にrま､｢母子保健センタ-｣

で行う医療従事者のための卜し一ニックのカ リ

キュラムや教材作成を行う｡

対象国 :ベ トナム

プロジェクト名 :少数民族女性のため
の識字教育および職業訓練教育
本プロ=)工クトについてr 0こ )にあるa､3 へ-I

プロジェクト紹介と大崎麻子氏のエツtZイをご

参照下さい｡ 

対象国 :パキスタン
プロ=jエフト名 :母子保健とリブログ
クテイブ .へJLユ ･ケア 性と生殖に/ (
関する保僅 ･医療サービス)の推進
テーマ :母子保健 ･教育
承認 E]:1997年 9月
予定期間 :1年

実施状況 :実施中
予算 :$9950,0
執行機関 :パキユタ二ノ医療科学研究所 
(PksaHnttt fMeiaS ineaitr siueo dc一 cec

-PIMS)

実施機関 :パキスタン医扉科学研究所
協力機関 :国際協力事業団 (fJCA)

プロジェクト概要 二
当プロジェクトは､パキスタンの女性に対し

リプロダウティフ､･ヘルスケア (性と生矧こ関

する医揮サ-ビス)をより効果的に提供するこ

とを目的としているcB本政府か 1996年から

二国間技術援助のもとF=支援している母子保健 
tIン9-プロジェクトへの協力にあたり､日本

とUNDPの比較優位を生かしたマルチ ./てイ協

刀 (21へ-I)参照)プロジェクトであるO

プロジェウトの計画と戦略 二 
Ej本政府La､ 1996年よりリブロダウテイ

ブ .ヘルスケアを矧こ農村部で普及させるため

の人材育成､並びに女性のリブロダウティフ ･

ヘルスケアへのアワtIス状況についての現状調

査を行ってきた｡又､ 98年には､医療従事者

にリブロダウテイブ ･ヘルスサービスのトL/-

プロジェクトの計画と戦略 :
●ラオ女性組合の管理 ･運営の組織力強化 (午

やパシティ･ビルディング)

.中央､県､地域L,ヘルで､活動にジ工ンター

の視点を組み込むためのジェンダーの主流化
ワーク=Jヨッブの開催

●農村女性を対象にした生計手段	 (母子保健､

性と生矧こ関する保健医療サービス､収入向
上活動や小規模運営等)のワーク:Jヨッブの
開催

.多くの女性か携わっている織物生産に焦点を

当て､どのように最新の技術を織物生産の工
程に取り入れるか､また､伝統的なデザイ
ン ･織り方をどのようにマーケテイングして
い<かなとの課題に取り組dj｡また､全国轟
物展を開催する｡

●意識向上キT7ンベーンの一環として､I)ェン

ダ-の平等化lこ関する短編ビデオの制作

.フープ:Jヨッブ､タイへの研修ツ77-による

ラオ女性組合メディア郡を含djラオスのマス
メディアr=対するジェンダーの平等化の啓発
活動

●女性による法律への理解 ･活用の促進を目的

とした ｢女性とラオス法｣に関するtz≡ナ-
の実施

●織物製作と販売に従事する女性のための織物

フ-ワシヨッブと全国縫物屡の開催 (99年 
4月)

.女性と法律tIミナーの開催 (99年4月､5月)

●メディア関係者のためのタイ研修ツアーの開

催 (99年 5月)､=ji l'ダー啓発tZ≡ナー
の開催 (99年 7月)

.その他､継続的に行われてい5キャパ=Jティ

ビルディング ･卜L/一ニックの実地
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対象国 :ウクライナ
プロジェクト名 :女性農民の支援

このプロ= J'工クトについては､奥EB敦子氏の

エツtィ､またこの冊子2 4へ -I)のプロ: )+エ

フト紹介をご参照下さい. 

L A T I N A M E R I C A 

AND THE C A R I B B E A N

対象国 :ジャマイカ プロジェクトの計画と戦略 : 

プロ=)ェクト名 :女性と小規模事業 D=JT,マイカのマクロ糸室済政策が国内小規模

開発
事業に及ぼす影馨をジェンダーの観点から
分析･研究｡

テーマ :経済参加 ｡女性の経済的エンパワーメントを目指した
承認巳 : 1996年 5月 小規模事業､ビ=)ネココキル､ジェンダー
予定期間 : 6ケ月 等の訓練用の教材 (ビデオを含a 3)とか｣

実施状況 :完了 キユラムの開発｡これらの教材と訓練カリ

予算 : ‡10,0 キュラムは､適性 ･有効性を高めるために000
段階的実験を経て開発されるO

政府執行機関 :首相府
FM, S

●トし-ナー (指導者)訓練の参加型ワーク
協力概関 : UNIE UNRID

ショップを 4地域で開催｡まずはトレーナー

プロジェクト概要 : 
の訓練を行い､ワークショップに参加した
トL ,-ナーガ､更r =他のトL ,-ナーを育成

=JT,マイカでは国内の女性企業家のニーズ できるようにする｡この方法により､トし
に対応した政策の策定､政策実行のための関 一二ング効果の持続と効率を高めるだけで
連組織造り､及び女性企業家のための研修活 はなく､女性たちか主体となって自らのキ

動の 3つが国家的取り組みとして行われて ャパシティビルディングを促造できるよう

おり､当プロジェクトはその一環として実施 支援する｡

される｡

具体的には､女性企業家のニープについて
プロジェクトの成果 :

)やマイカのマクロ経済政策の小規模事業把握し､現行のマクロ経済政策をジェンダー ｡:

の観点から分析､結果をまとめて政策対話の に及Tます影響rこ関する研究から､以下の点

土易で活用する.また､女性企業家のど: + が指摘された.Jネコ

スキルと実戦力強化を支援し､金融及び技術 1現行のマクロ経済政策lal)経済成長を

的支援を提供することを目指すO 社会開発から切り離している､2)小規

模事業t :ワ9-を主流経済から切り離し
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:グアテマラ)ている
､3
小規模実業家が資質等かな労
)働力であことを見逃しているる4､
志向政策と自由市場経済に重点を置き

j女性小規模実業家の多く含d国内経済
､ 

うなマクロ経済政策は国内のの小規

輸
出
O

をを
重

lこ-c､

対象 国 
女子教育ナ= 名:) 工クトプロ =ヨ ,J ナ )L

セミナ ー

要視してないい｡ 

未発展
るプロ=JQェヮト紹介をご参照下さいO

特に小規模模事事業業家のの多く､
占める女性たちをを｢安上がりで手に入､ 対象国 :グアテマラ
う傾向と関連している

りやすく技能に欠いた労働力｣として扱､
プロジェク ト名 :女子教育支援 プロ

｡ 

このプロ=)エフトについては､ 18へ-:)にあ

))工ンダーの観点が反映されたど::ネス･

/
れた
一二ング教材と訓練カリキュラムが作成さ

このプロジェクトについては､20ハニージにあ

練法の開発が可能となった

｡

､
を活かした実践的で適切なカリキュラムと訓

るプロ=)エフ卜紹介と､長野智子氏によるエッ女性ち白身か幾度にもわたたり評価･実験す

手法を用いるることで受益者の意見や批判 セイをご参照くださいC 

.
教材ビデオ｢小規模事業開発と持続｣のの
によって様々な教育しヘル女性たちのの､
ビジネス訓練を促進した

ナに関する訓訓練練ワーーク 
では訓練を受lT
ヨッ
その人人ががトL､
人の女性l4地域でこ対

事業家間でののネットワークが形成された

ナーとなり

同様のトL女や生二ンクを実施した
､ 

/-

/
-
又
o､

し

て

O

ト

L

作

成

｡
ブ卜L=J
1100

79

/-

グラム

プロジェク ト名 :アジア･アフリカ ･ プロジェク トの概要及び成果 :
フォーラム一女性のエンパワーメン ト 当プロジェクトで支援したワークショップに

テーマ :経済参加 はラテン ･アメリカ､ア=. ､アフリカから政J77

承認巳 :1997年7月 策決定者､実務家､研究者およそ30名が参加し､

予定期間 :6ケ月 小規模融資サービスについてそれぞれの経験､

実施状況 :完了
成果､失敗例を含aj教訓を発表したO特に､女

性の小規模融資サービスへのアクセス状況､借
500,0

執行機関 :UNOPS 強制されることなく)自分で管理 ･コントロー

ルしているかというジェンダー的な側面､また
プロジェク トの概要及び成果 :

融資によって恩恵を受けているか等について検
このプロジェクトは､女性の経済的エンパワ

証し､経験や知識を共有した｡なあ このプロ 

予算 :$33
入れ資金について女性たちが (夫など他者から

ーメントを目標に､アジア ･アフリカ諸国及び
関連国際機関の協調関係の強化､エンパワーメ

ントを実現するための環境作りを目指した｡

この結果､｢民間セクター開矧こあける女性｣

｢経済的エンパワーメントにあけるジェンダー

の平等化｣という2つのテーマについて活発な

デイスカッ=Jヨンガ行われた｡参加国や国際機

関の代表者らは､それぞれが行ってきた活動に

ついての経験､成果､教訓などを発表し､女性

J:+

協力活動として行われた｡

プロジェク ト名 :世界銀行 -アフ リカ

接地特別計画 (SPA)

テーマ :経済参加

承認 Ej:1997年 10月

実施〕犬況 :完了

ェウトは､途上国間の協力を推進する南 ･南

0,

プロジェク トの概要 :

プロジェク ト名 :マイクロ ･クL/=jッ 当プロジェクトは77プリカ援Eh特別計画 

ト計画一女性のエンパワーメン トと貧 (SPA)をジェンダーの観点から分析 ･評価

困撲滅 した｡ 

テーマ :経済参加

承認巳 :1996年 5月
実施状況 :完了

予算 :$4400
の経済的エンパワーメントに向けての異体的な

協力分野を特定した｡

0,予算 :$184
執行糖閲 :UNOPS
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本冊子の畢生作に当たっては､在ニューヨーク国際連合
開発･ジェンダー用語集 ' 

日本政冊代表部をはじめとする日本政府関係者及び,
ジェンダー ･メインストリーミング. CA)関係者に多大なご支援を
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謝辞

T.

1 1人間開発 Hu nnDcn. lveopnen. [) i美田日本国際協力畔 
人々の人生における選択肢を増やし､ )ng 賜りました.UNDPはここに､これら関係者のご支揺･

能力を発揮する機会を拡大することを目
標とした人間中心の開発｡

健康 ･人間らしい生活 ･教育のための
基本的選択肢はもとより､文化･経済･社
会･政治的な自由のもと､人権と自己の尊
厳を享受し､創造性 .生産性を表現して

ご協力に心より感謝申し上げます.-ジェンダー主流化

ジェンダーの視点を開発の過程に組み
入れることを恵味する｡具体的には､以
下の側面がある｡ 
(1)各政策 ･事業が男性と女性の両方に

制作与える影響と機会について分析すること｡ 
いくことのできる機会の拡大を意味する

編集 1包括的な概念O 事業 (計画･実施･評価各段階)に組み込ん
77スター.プJ-デ､Lrび仰免lR芝局ジェソクー市でいくこと｡ 

.キャパ=Jティ .ビルディング 叫不言.し 開 発F笈.j工萄L -班(3)全ての開発課題において､男性と女
小,)蓮的 LJE)ingldBiu･･l)Ci 性の両方が意思決定過程に参加できるよ

JftP裟妾･石嶋 /ト トナーシップ局人間開発の目標を実現するために､政府 うにすること｡ 
Pや量･丸垢/ト トT---J･ジフ烏等を含む組織とそのスタッフの能力を強化

ヒシル.タフ.u )_P問;日生汽局--ニッ57一打することO実際には､政策助言､アドボカ .リプロダクティプ･ヘルス/ライツ 
シー､モニタリング､資金調達､ 卜L,一二 He山laiveR d 【eprouc( ClV｡【R deprou.

デザイン .ンク､外部との協力関係の構築等を含む｡ )S【hg
西:,L蔓和 :

一性と生殖に関する健康と権利 
フ JJ- ･ブ イ T IJ一 二)【n 4919 年にエジプトで開かれた ｢国際人

単なる生活改善の技能を身につけるとい
う短期的なニーズの充足だけでなく､個々
人が自覚し､生活や人生のうえで自己決定
権を持ち､能力を発揮できるようにするこ
と｡又､そのような個人が連帯することに

□開発会議｣では､世界の人口問題への
取り組みの中で､従来その中心にあった
｢人口抑制｣という ｢数｣を重視する考え
方に代わり､人間､特に女性の ｢リブロ
ダウテイブ ･ヘルス/ライツ｣を推進して
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写頁:
増しb ･ト .ウイエツト･9'ツワrq (下Ll.C0-35.nより､ボトムアップの社会変革を実現して いくことが合意された｡｢リブログクティ

いくという､意味合いを持つ｡ フ ･ヘルス/ライツ｣は､｢人間の生殖シ
･=}ル.}-.Fここで言う ｢パワー｣とは､他を支配 ステム､その機能と (活動)過程の全て

5三.ル三･ ロン･フしパ⊂i)､Dl-2 . -a 3 051するような力のことではなく､自己の持 _
の側面において､単に疾病､障害がない

ーT1=ノ5 1やTJ.O.12-てる力を発揮させる力のことである｡ というばかりでなく､身体的､精神的､
.ウイタリンか･｢ ●テ TT二･上;ET5 (

社会的に良好な状態であること｣と定義
pバラ : p 1 l - T _ G-, こ､u･⊥ . 39､ 6-3.E粥 .nJ フグL ･ }7- a F)ltC drcICOr されている｡

〔古 T l.D二S.Lp2e一小規模融資 ･信用貸し付け 結婚や出産について自由に決めること､
回 臣防音.ULDPFヱ5. L己 上

担保となるものを持たず既存の銀行等 妊娠･出産に関する正しい情報､安全で適
e-IO .I:シ ル ･や コ.u tf)

の金融機関から融資を受けることのでき 切な家族計画の手段､そして保健医療サー
Fl2 'ピ ート ン Tト .ライブラリーノ ､戸AOフ′J

J=む

信用貸し付けすること｡ 性的暴力や性的抑圧からの開放が ｢リブロ
にJF_ FAO フ 汀 ト ･う 1 プ ラ J -

ダウテイブヘルス/ライツ｣の考え方に含

･'} ヨ ン
ない貧しい人たちに､小規模家内工業な ビスが入手可能であることの保障｡その他､

_
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どの自営業を始めるための小額の資金を 教育や雇用などにおける男女間の平等や､

5.
ジェンダー( )denerG まれる｡
一文化的 ･社会的性差

参考文献 ･資料
社会における男女の社会的役割や相互 に伺して :

関係を示す性差｡生物学的な性差 (セッ 昏連同党計画 
1

90年､ 1999年 
NDP人間開発親告t｣ 広貯協刀出版社 
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)は基本的には変更不可能だが､
に沸して･

｢ジェンダー｣は人々の考え方や価値観に マイクロワL':)ット･サミット 
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4

:sexクス 

1997年 
よって形作られるため､時代や地域によ
って異なり､また変化する｡
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